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北海道大学大学丈a1if1年報第iサ (20凶年2月j

〈論文〉

北海道帝国大学理学部における女性の入学

山本美穂了

はじめに

帝同大学における女性の学部学作は、 1913年東北帝同大学問科大学に入学した 3名(黒

田チ力、牧田らく、汁下うめ)をもって哨矢とするよ。その後10年間の~t当を経て、 192:1

J' j 束~t".(i回大学理学部に 3 名、法文学部に 2 名の女性が入学したのを皮切りに、九州、北

海道、大阪、?"古屋帝岡大学の一部の宇部が女性の入学を順次認めていったc， 1923~45 

年反にかけて、東北帝同大手:では理学部に22名および法文学部に104名31、九州帝岡大手:

では理学部に 2名およひ、法文学部に31名11、大阪帝国大学では理学部に 5名、名占屋帝

国大学では理学部に 5trfiの女性たちが入学した。その一方で、東京'1'(;'国大学および京都

帝岡大学においては、学部学I[として女性の入学を見なかった"

北海道帝国大学に最初のよど性の学部学生が誕生したのは、 19:初年頭学部においてであっ

たc 1930{1.4月に開設された型学部に、初年度入学者として、植物学科へ女性 l名が入学

したのである。 「土;部省、午報J に拠れば、 1930~15年度にかけて、北海道 l、古岡大学理学部

に入学した女性は1930年反 1名、 33年l支2名、 35年!支 1名、 36年j支2名、 37年)支2名、 38

4二度 I名、 40年度 l名、 41年度五名、 42年度3名、 44"1二度 I名の合計19名であった8'1也

;1'1)'回大学型学部と比較守ると、その数は東北IYf凶大学理学部に次ぐものであったc

北海道帝同大学理学部における女性の入学については、管見の|浪り、沿;羊;史では、北海

道大学125年史編集竿編『北大の125年J (200l年、 38~40頁)が最も詳しく、入学の経緯

と背景を捉えようと試みている。先行研究では、女性の大学入学資権規定の分析と類型化

を下今題とした初|究や、男女共学市lや女性の大学教育機会を主題とした同|究の中で、 '1'(1国大

学の「門戸開放」の 例として取り扱われているヘしかし、北海道帝岡大学珂学部への

久性の入学については充分な調査がq--Jわれたとはいえない。特に、理学部が久性の入学を

認めるに主った経緯、入学資格や入学優先順位、募集および選抜方法、選抜試験の結果、

女性入学者の実数と附歴のd支態などは明らかになっていない。

そこで、木稿では1930~45年!支北海道帝国大学開学部における女性の入学について、入

学資惜の規定とその背景、選J友内符と入学者数の推移などを考察することとする。対象時

期を 1930~15年度とする理山は、 1915年 12月の閣議で16年度以降は官等教育機関における

男女共学制実施が了解されたからであるl(l
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北海道布陣l大学理学部における主性の入学 k山本J

1.北海道帝国大学理学部の設崖と女性の入学

1ー 1. ' 1t;i毎道帝国大学聞学部規穂」第9条
先にみたように、北海逗帝国大学理学部は1930年4月開設時から学部学生として久件の

入学を認可した。女性を入学資格者として認定した条項は、 1930'13月18Uに制定された

「北i年道帝同大学理学部規科」第9条である c

1929年11月ω日、北大第九六11与をPJ、て、北海道帝国大学は総長名で文部大臣j叫に，i!li 

則改止/儀ニf~ 許可哀請」を捉山したII"同は、北大第九二七号を以て、「理学部規程制

定ノ刊」も市詰したハ止;部省は T北海道 I'r'iゐ国大学規則 ji!i ~IJ 第二教育門わノ二』に参考資

料として、東京、京都、東北帝同大学珂学部規科を綴じている。 1930年2月24日、札大専

+r~--~を以て、文部告、は文部大臣名で総長測に「北海道帝国大学通則 1[1改正並珂学部規程

制定ノ件」について許可したc 学部人学資格に予科1修虜了者を規定した「つj北七i海4梓手i近宣r釘、'1
則」寺第~S 条には、，{li シ埋宇部ニ於テハ阿学部規梓ノ定ムルトコロニ依ル」の~)じが但し

書きで加わった凶

1930年3月18は、北大遥第七サを以て制定された「北海道帝国大学理学部規程」の入学

優先順位は次のとおりであるl:-l。

北海逗帝国大学I軍学部規程

第八条 本学部ニ入学ヲ許可スヘキ者祐二入学ノ順位左ノ如シ但シ入学志願者ノ数収

容予定数ヲ超過スルトキハ選抜試験ヲ行フ

一、木学:子科修了者、高等学校高等科明科及学習院高等科明科ヲ学業シタル者

二、高等学校高等科文科及学習院高等干|文科ヲキ業シタル昌一

前二項ノ入学志望者ハ山身学校ヲ経出シ二月 l五11限リ願書ヲ学部長ニ差出スヘシ

第九条 前条ノ志望者ヲ収容シ尚ホ欠以アルトキハ左ノ1闘いニ依リ入学ヲ許口Jス

、高等師範学校、よど子高等師範学校ノ木利用科、理科ニ関スル専門学校及之レト

同等程度以上ノ専[")学校ヲ不業シタル省ニシテ本学部ノ授業ニj高フルト認メタル

者

、専門学校卒業者巾本学部ニ於テ適当ノヨ~JJアリト認メタルモノニシテ検定試験

ニ合格シタル者、 1[1等学校教員免許状所有者ニシテ本学部ニ於テ考査ノ上更ニ検

定試験ニ合格シタル者

第十条 検定試験ハ高等学校高等科理科/学科目ニ就キλノ卒業税度ニ依1)之ヲ行ブ

このように、北海1且帝国大学理学部は大学予科修了省、高等学校高等科理科および学習

院高等科理科卒業者を優先「円に入学させた。収容予定数(学生定員)に満たない場合には、

高等学校高等科丈科および学省院高等科主科半業者を入学させた〉それでも、なお欠Hが

ある場合に限り、第一に、 litlIIjIこI甲科系教育を受けている高等師範学校本手[J'!!科、久子高
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等師範学校本，[j理科、「理科」に関する専門学校卒業者、これらと同程度以上の専門学校

卒業者を入苧させたc わ二に入学資格が認められたのは、~"s 1墳以外の専門学校卒業者、

巾等学校教員免許状所有者で高等学校高等科明科半薬科反の「検定試験」に合格した者で

あった。なお、大学予科修了右、高等学校高等科木業省および学習院高等科木業省による

入学志願者が収符予定数(学生定員)を超過した場合は、「選抜試験」を課すとした。

いうまでもなく、大学予科、高等学校、子治i院は男性に限られた高学普通教育機関であ

ったから、「北海逗帝国大学珂学部規程」第8条だけでは久性に入学資格が認められない。

しかし、同規程第9条は、久了高等師範学校本干|理科と明記して、 k[宇が理学部入学のイ]

資格者であることを示した。なお、専門学校卒業者および中等学校教員免許状所有者には

「女子」の字句はないが、当然のように女性も該当する資栴であったの

h、当時現学部を有していた東京、京都、東北の三帝国大学のうち、よど性に入学資格
を認可していたのは東兆f庁国大学型学部のみであった。

後述するが、北海道帝同大学理学部が参以した口J能性があるので、「東北帝同大学理学

部規粁J (1925年改I刊の入学資格に関する条文を次に示す凶〈当該条項に係る「東北帝

国大学通則」第 5条および第 6条も不しておく山。

東北帝同大学理学部規科 (1925年改「亡、 1925年4JJ 1日施行)
第一条 通則第六条ニ依リ入学スルコトヲ得ル者/了ノ如シ

、 I~J等師範学校女 {'I*î等師範学校ノ本科、理科、理学ニ闘スル専門学校及之卜|司

等程度以上ノ専門学校ヲ卒業シタル者ニシテ本学部ノ授業ニ堪フト認メタル者

今、専門学校半業者巾本学部ニ於テ適当ノ'+JJアリト認メタル者ニシテ検'尤試験ニ

合格シゲル省、中等学校教員免許状所有省ニシテ本学部ニ於テ考査ノ上更ニ検定

試験ニ合格シタル者二就キ亦|百jシ

前現各号ノ志望者ノ数本学部ノ収容下定数、ヲ紐itlスルトキハ選抜試験ヲ行フ

第一条 検定試験ハ高等学校高等科現科ノ学科|イニ就キ其ノ木業程度ニ於テ之ヲ千Jブ

但シH立高等学校ニ委託シテ之ヲ行フコトアルヘシ

東北帝同大学通目Ij (1925年改在、 1925年4月1日施行)

第合条 学部ニ入学スルコトヲ得ル者校入学ノ順位左ノ如シ入学dL1明者ノ数学部ノ収

存予定数ヲ超過スルトキハ選抜試験守行フ

第一 高等学校及学資|涜ノ高等科丈科卒業者ニシテ法丈学部ニ、理科卒業者ニシテ

現学部、医学部又ハ工学部ニ入学ヲ;亡、摂スル者

第二 高等学校及学習院ノ高等科文科木業省ニシテ理学部医学部又ハ工学部ニ、理

科卒業者ニシテ法土;学部ニ入学ヲ志望スル者

[1::1高等学校令ニ依}v大学予科第一部半業者ハ文科学業者ニ、第:部及第三部半業者

ハ現科本業者ニヰス
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第六条 前条ニ依ル入学志望者ヲ収存シ欠員アル場合ニ限リ学部ニ於ケル学力検定二

合格ンタル者ヲ入学セシムルコトアルヘシ

このように、東北帝凶大学は「東北帝国大学通則」第 5条に基づき、高等学校高等科木

業者、学宵院I~J等科卒業者、大学予科卒業者を優先的に入学させた後、|司通則第 6 条に基

づき、収容下定数(学!I%'Wに満たない場介に|浪り、その他の資格者に学部で「学力検

定」を課して入学を許可した なお、高等学校高等科本業者、学習院高等科木業者、大手:

予科卒業者による入学dL、願者が収:n:予定数(学生定員)を超過Lた場合は、「選抜試験」

を:果ザナとした。

欠員の場合に限り明学部に入学が認められたのは、「東北帝同大学理学部規科」第 1条

に拠れば、第 に、従前に斑科系教育を受けている高等師範学校本科理科、久子高等師範

学校本1'j理科、「型学」に閣する専門学校卒業者、これらと|可程度以上の専門学校卒業者

である。第 に入学て資格カミEめられたのは、第 1J頁以外の専門学校半業者、中等学て校教以

免許状所有者で高等学校高等科理科卒業計!支の「検定試験」に合格した者であったなお、

第I、第2項の入学dL、願省が収符予定数(学生定員)を超過Lた場合は、「選抜試験」を

課すとした。

北海道帝同大学理学部が女性に入学資格を認定した「北海道帝岡大学理学部規税」第9

条は、 ト記「東北帝国大学班~音15規程」第 1 条とほぼ同じ形式で同じ内容あったよD'

方、，~じ海道ì1ïj 凶大学理学部規程」第 9 条と「東北ì1ïi凶 k学理学部規程」第 l 条とで

異なる点は、「北海道 I'(f合同大学理学部規科」第9条が「左ノ)版伏ニ依 r)入学ヲ許可ス」と

あるように、明科系の高等普通教育を受けてきた第U.Dと受けてこなかった第2項の入手:
ム、県長に入学優先順位をHLていること、「東北帝国大学理学部規程」第 I条が第 I項、

第2項の入学志望者に収容予定数(学生定員)が超過した場合には「j霊抜試験」を課して

いることの 2点である，選抜試験」について、北海道帝同大学理学部は「北海道帝同大

学期学部規程」第9条トに明文化しなかったが、実際には同規程第9条による入学中、願者

に選技試験を認したc

また、検定試験を定めた':1ヒ海道'I'(fゐ国大学理学部鋭程」約10粂と「東北対国大学理学部

規科」第 2 条を比較すると、「東北帝岡大手:~'l'，+部規計」第 2 条巾の「但シ官立高等学校

ニ委託シテ之ヲ千r7コトアルヘシ」を削除すると、「北海1皇帝国大学理学部規程」第10条

にほぼ|司文となる 17) これは、東~t'r'i'j回大学理学部が所イ十のイ111台には第二高等学校が設置

されていたが、北海道には官山高等学校がなく、北海道帝同大学理学部が置かれていた地

理的状況を明確に去している 192õ~ :10年当時、官立高等学校は第一一第八高等学校、新

潟、 11 本、山u、松山、水戸、山形、佐賀、弘則、十i~i_工、束泉、大阪、浦和、福岡、静岡、

高知、姫路、広島高等学校の司25校が4，州、凶園、九州地方にあったい c しかし、北海道に

は官立、公立、私立高等学校のいずれも設立されていなかったのそのため、北海道帝岡大学

珂学部が高等学校へ検定試験を委託することは地理的状?Il~において囚鄭であったのである。
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1 -2. r北海道帝国大学型学部規程」第9条制定の背景

理学部創設予算が閣議決定した翌年の1927午4月、束北;I'(J国大学退学部長の民島利行を

委員長に研学部創立委員会が発足、同年5月に第 凶創立委員会を東京で開催、 8月には

青森県浅虫i用品で関係省の1Jち合わせ会(通称「浅虫会議J) を閃いて協議をf丁い、理学

部開設へ向けた諸準備を進めていたl!) その当時、北海道'IIJ凶大学は学部入学資格を「北

海道帝同大学通則J (1927年4) J 1日制定施行)第5条で次のように定めていた目。

第h条 学部ニ入学セシムル省ハ本学予科修了者トシ予科入学ノ際其/;-~.、望シタル学

百五二進入セシム

前J]1ノ志望者ハ各学部ノ定ムル書式ニ依リ 月十五日迄ニ;目、ノ去、望願書ヲ当該学部

ニ捉i中Iスベシ

第 JMノ志望者ヲ収脅シイ可欠員アJレ学部ハ主主衡ノ上予科入学ノ際他ノ学部守志望シ

タル者ノ進入ヲ認ムルコトアルヘシ

第5条に基づく予科修了省が入学した後、欠員がある場合は、第G条において、高等学

校高等科および学宵院高等科卒業者、「各学部ニ於テ施行スル検定試験ニ及的ンタル者」

の順に、入学を許口Jしたつい。第7条では学士の入学を許口lし、第8条では欠民がある場合

に限り、他の官立大学からの帝人~とよ、照者、再入学者に入手:を許可することとしていた幻"

予科の生徒定員は、 lじ;毎週il'(J回大学に農学部と医学部が設置された1919ijーには200名、

1921年の丁一学部増設を見越して1922午には3201'，に膨らんだ幻。 1927年当時、下科は炭学

部進入志望者にして英語を第一外岡語とする+科第一類(のちに農類)120名、医学部進

入希塑省にして独認を第 外国iEとする予科第二組(のちにi豆類)前名、工学部進入希常

者にして英語を第一外国語とする予科第一頒(のちにし頒) 120名、台言1320名の生徒定員

を有していたヲヘその頃、予科入学志望者は増加の一途をたどり、入学難を呈していた C

:l20名の募集に対して、 1叩日2お5年度のdムム

名、 28年度は3.200名、 29年度は3.852名と急激に増加していたお。 「北海道帝国大学新聞』

約9号 (1927年3月18円)では「入学志願者殺到 本学空前の盛況庚干lは実に|二倍」

と、 1927年版予科・だ科・専門部の入手:募集状況を報じ、入学倍率が子科第 類(農学部

進入希明者) 5.~)6j丹、予科第二類(医学部進入希明者) 11. 92倍、子科第三類(工学部進

人希望者)6. 65!斉という I~J倍ネであると伝えた。|可紙は、北海j1:hi'i回大学の既設学部への

入学は下科修了者の「特権」であり、そのことが高給半の一要肉であると次のように説明

した、

全国に於ける官等学校増設の結果大中入学志望者の過剰を来し為めに彼等は学部入

学に余しでも悲惨なる入学試験昔を嘗めねばならぬのに反し本学志願者は予科に入学

しさへすれば学部へは試験なしに大手を振って入学しうる特権あることに肩れする者
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が多くなった為であると者へられる

うふうFiム人手 i止王子)支を淫るおに凶却になる '1 1、批設~割れますç-;ドHi李 f者の学部;fl，人を待ては人

学昌一路(果の'L、配をせすにすむが、川であうた p 表Iで係かめられるように、お海道帝国大'手

の仮設学部への1923---29{i 夜入学者は、その}~-f':ßうJ←を予科修了者が占めていたコ

表 19:::5~- 凶作使 l:':~liJ i合~'17

主す / 今一 fぞど 926 1926 1927 l げっぷ 19つ9

f手i.f:fl苫 内25ひ¥) 2S2 265 ムη ひ55 260 

!日等¥;:j校千業者 6 LJ 〉 12 q 10 

だ業専I'Vt!ょこ1.'1"-'--業主 、
i ;) !ρ 〉 ιι ラ

ftl!，宇部羊柴又ハf子::1タワンさ つ

4円2、 -γ ~67 ~6J 三82 ソ'7') 27:3 

附苫 「日大7甘い|士郎官信ヲ， 1 I， y宇佐 11 |巻 (1ωμ:一日目、 23ri--2:)';以Jによ i)f:成 1~">外 1- 人骨

学三 (~L ~_l二ししいな1." 

方、理学部，111入希望者についての対応、は、 r北海道;帝 rj~1 六ヴー新聞』第臼~. (1927年3

月18tf) ii 'J里宇部開設ヰl備す主々成る」との比中1)~~のもと、 c(子手d 学生は特に本年は募

集しなかったがギ.11予約一に入学を許可する人員をタと語学級に於て定員j;l上;ことりこれらの

中よ!)埋宇部i主人希望者をよJとむることになったJJJと報じたっ砕かに1927{1一度にJヒ海道'1:1 

同大¥パは珂¥パ部進入1Tiペヴ者ーのため(=-J"科J骨号を特l行わなかったが、可己海泣帝回大半新

開」第10号 (1927年パ f"2211 )掲載の予科合格主名簿を経かめるF、英語学級である子宇r

怒れよ120折、 t司会主 治は111γrO)台俗名しかおらす、英日立学級にお¥.t'て定員以!の予科

'1徒を入予てさせていないっらなみl独語'ア級の下手↓第:類イT格者ii721rであり、ノ干計3以i

名ず〉合係者で、定員以内の教であっ汁 J

l~ti骨返4吊 ιi大学苅苅J 第 17 号 0927"rll 月 7 U) ム「委員会を重ねて 理学部の防

谷漸く;走る との見出しで、浅長会議後の各学科会f?における協議決定事頃が、 1月間け

斑学部創立?を以をうとえ↑よD"において協議されると烈己、絞けて l昭和子三年間学の開学部は

高校出から 特に子科[ま設けず」との見出しのもと、;;のように現じた「

新百設止埋子部の P際除E干ア;ハ，九吋』υはd止却tu日附r門fl ，H正犯;~汀トo 子五王年囚)Jに

土う先I::f例刈を}絞i波定つて入ム?え?有5;は土 1全、国高て令-，;，，';:t.校.~<七Jりの4古む、R摂7者を主と五従τつて坪''/音部E送入の予1不科h可dは

持にj設支けられぬ事;にこ主な、つた、1将、守?来5戎1吃kい;はz予宰科iを設〈 ξる》ベやd 汗汚7へやつに関Lてlは立す令、く不明である、

略間短の退学部に喝して I)~容完成しも年藤総長;ま各委員の~1.努JJ にけして原く感謝し

てゐる白

?'J 
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このことから、 1927'111月時点で ~t海道帝国大学は理学部進入予定者のために予科を特

別に設けないこと、主とした対策は理学部入学者を全国高等学校より募ることを決定して

いたと考えられる。 1928年度予科入学試験でも、北海道帝同大学は1931年理学部進入予定

の予科生徒30名を増募しなかった。 f北海道帝凶大学新聞」第20サ (1928"1二 1月9U)は「予

干|のない理学部は高校山をとる」との見山しで、「昭和五'1IJrj学の、吾が理学部は、{也の

学部の如く下科'1をとらずに谷高等学校左手業'1を入苧せしめるのである」と、理学部入学

者はあくまでも高等学校本業者からlほ谷すると報じた。 1928年度予科入学試験においても

募集人員は予干|農業員120名、予科医類別)名、予科工類120名、百十320名のままであった。

1929午 9 月 26~28 円に '1)1国学寸?院で開催される全国高等苧校長会議へ向けて、 9 月 25 円

北海道帝同大手:は文部省専門学務局長に「理学部学年募集万法ニ悶スル件」として次のよ

うな電報を刑した~il"

昭和四年九)1 十五日

総長

文部省専1"1学務局長宛

今回ノ高等学校長御会議ノ際二本学ノ理学部ハ明年凶月ヨリ閥苧ノ予定ニテ日下準

備中ナルガ学'1ハ専ラ高等学校半業'1ヨリ j童扶ン約六十1，募集ノ見込ナ)v¥守御話晋願

タシ

理学部入学者を専ら全岡高等学校卒業者より約60;(，募ることを全同の高等学校長へ伝え

るよう文部省、専門学務局長に依頼したのである。

1929年11月27は、北海道帝国大学評議会は「理学部閃講に関する件」を議した。このこ

とについて1929'1.11月2811付 r時事新報」は「北大では型学部創設に閣し二|仁11評議会

を招集し過般東京で聞かれた創山委封会で纏まった諸案件について諮り長絞の決定をなし

た」と報じ、総長佐藤昌介の談話も掲載したれ佐藤は理学部創設に際して、子科王里類を設

崖する見:iillしを得られなかったのであろう。理学部入学省募集内符について次のように述

べたc

理学部の新設に伴って募集する学生は八十名の子dえで大部分高等学校から募集する

が当大学の予科生の中でも志望換をするものは成績によって採刑する方針である、 E虫

学部の下科は設置せずにずっと高学学校から募集する管で之によって入学難を幾分で

も緩和尚米ると思ふ

供f藤は王里苧;;G入学者を高等学校卒業者と既設の予科修f者のうち志望転換した者から蒜;

った F丈部省年報」によれば、官立・公立・私立高等学校卒業者数は、 1924年度3.846名、

25年度4，367名、 26年度4，724名、 27年度5，048名、 28年度o，174名、 29年度5，299名と漸次

24 
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増加しγuだ。その 方で、帝国/.J子入学志望さ数ζ入字イ員数を表 2(，ニ見るならば、入 '--:r~:

は192"1年度627弱から29年茂G2.8%と漸次{氏下し、各午授70%に突してし寸、いミ入t?で

きない者の数l土年々 I旨)正し、別学部開設前年にあfる1929年!支には3，400名強の者が帝時

大'--:T~-:(，ニ入学できず、帝i玉大学への入字は較しいものとなっていたc

E;24--29年度 I(iト!大学へ己主心、l頴，;:および人学苦渋表2

九三人山一ヱ
J

ヤ
自

z、

L
芯
恒
苫

ゴヒ#沼町大:'-r

一へ長
yul

上

b
M
M
-
昔

プ(.:1+1訂:II犬 f

入
学
出

[一一れ制

Vリ

東北~[大午

人
学
昔

い一己明

yu

京 t:'守71":大子

入
宇
古

t

仙
刊
者

只双子打わけで

マ人一円
f
μ
μ

芯
腕
者

é'[~ ii之
:L-'.2¥ 

1，8i.iS 4，29.2 C;，1:)7 ム匂7187 240 3~0 3GU 704 よ，.2:::;41.6Gl 2，21S 3 己:'i6ム924

η 、ーハ
ノ !ηu1，:l(¥i I ，，，，;li 士iiJつ7()九01又1:i'1:):1 7(;;-{ 1， :i9-1 1.9ミ2"よへQ;~. 'j27 ， 8つc

υ 

':26 S.2t下旬アβ0:2GS 26R ~ . : 07 ，107 696 ~ ， :~21 ;:;，1¥)7 2↑く7コ，:':;~ G の26

:2.790 
「 ιc-

J. D i ~l 8，sJ4 2t¥9 3C7 6υ5 よム3υ5泊9る4よ，716:';.3G?: 2 467 3，726 ム92;-

:1， j 7つ~) ，説日n什6f:_:7:1 ワ84，?()j よ，;-r?1 ι只Jq三よ， í-~-)4 '!，2!{-:l '_:.:-)(弐4. ~!()ι ~ì?'P 

つ.，'"

{首考 b丈ι;S'tiノ|刊」により作Yにした。夕、白人eJ'生以己|上していな、、 なお、表 1!:_ Jtするレーl旧小:r;;:合むた工

1M、あの htのままず己ぇ~ i_. t-

5.82:1 Q 今一 A】ワ"~U ， 

，つ司
令'vv  行76Sfシ~ . 2.e.1 flOC! 2，.")¥J1 ;，76S 2tL11 ，，¥つ7ロ:9

理学部化"--7'干i教J乏にi人JiLl亡し、た杉好日目古1.1:よ、 1930千;一週宇己w設置に先すって子科理類
が設けられな刀 4った要問を絞年次のようにiポJ接している一。

ちの当時、学校の笠迎・運宮 iから点え又はこれにJI¥:;する d子校では、干名を越

さないよ入にという 1ι阪があったわけです。だから北大予科は二学訴でその|仮W~こ述

Lていトわけでτね それでま日手郊の分まで募集さ ('7なかった、

杉!i'Hlによる回定、を裏付ける資料を見出すことは今後の課題であるが、 19:"1-，29午皮北

海道子ifri:]六三:チ科11'徒数と、第一 第八I尚lC九-;J 等学校t出~~ミ等宇手科十 fLi徒:，tÐ数主を 覧にし式允与J去':<:

右宵P立高三守等吉宰:'、苧ιハ↑校そ叉主グの)弟 ~第八再守守等¥'シ子ど川+校士れ6のワ1収1干終手E生，-三j従た委数主:は土多く、 j約包切巴50名治か4↓ら')1町l(∞)的O名程皮の規手模美
であつ/た三 ν その他の1γ;立高尋学校では子~J150名から日üO各位皮、公立およびtL-;'1高等学校で

は約:ioo1えから4;)01え梓l支であっ/ふ 一方、北海道帝['，;大ザ子科は11!it:;i2はが子利:;(~ ---'~Ji (農

奴1、第 1')" (医頒)、第三頭〔工~rn あわせて 3Jγ 年で%。名に達し、生徒数も約870名

後いとιi立にJIJI織の日()名を工丹空宇るし、 :学年400名、 3学年で1，2UOちとなり、 l.()()(l名

争訟えてしまい、，'r~;î等/[:1交よりも規模の大きい男等普通教育機闘となってしまう。

結んj 、 1930 ヂp年三戸部設置以前に下利 t~煩は設けられなかったのでふる以トのことから、

"乙海道帝自大学Jt"ディ:i'ij規程J給自条が制定さ丸た背炉、には、芸名 に子平1::JB事(が設掃さ

?'o 



コじ市近7て主士，デ丈古H'年報 第 lサ(2(

れなかったために学生悌保ω手段を訴じなけれ lまなムな古川jiこごとが挙げられる。

表3 192;~'29 年.rSE北海道市川!大学子科および第 一第八両等学校品等科生徒数

jヒ尚道
第勺勺J 告書一日 第一;"j 第 :L~; ， ~j 第五日 /叶う f1¥ 

第七高
第八日

年度 帝国大 等Aコ佼 当字佼 等学校 千十支 等学校 ヰヂコ佼
学予科 ズt::U'i'~ 

1 ~)24 持76 1> 14:i S32 916 l19 9:::8 B41 70(l 836 

19:!.-5 880 1， :ι: 1 δ1:> J5υ 821 ~)Oi! Km G5u とし;5

192ii 874 1， l4G 800 9S~; SI9 907 842 GSS 808 

1927 870 I.l84 3D九 。 5~) 兵0(-) 9G4 82:1 {出ri 824 

ID28 8t2 ]、 ;G引 /93 Y?9 81肖 9; ~~ 8(川 6G8 出日。

1929 8G2 iう131 797 9G4 821 931 ア98 G;:;8 8~G 

備，~: ~:t ;';I: 古ì"1 子市， よ'1作王えした〈

久併の学部入::[詐IIJを規定に日万三l_:し、率元して実施していた京北帝住!大学i呈学fTl;から北

海送I'(f会国大寺句堅手古陥IUi，妥只長;ニナ{{将された513お利行l土、東北ヘ1)'['[大苧割合お創設の際に

は也子止i生慌にかかわってしべ~民島:よ河大埋部開/-?の頃につし hて、「日号♂の教:支障

(土.!'i'鶴一氏を除く似(主管{'e?::;: ~~て ~J，~[;析したばかりの新進気鋭の者ばかりであったが、まだ

社会的にもぶ学会にも余り先[られず、 ぞれに仙台の法は辺郡守あるから、人学ぶ望者が

たして定員;こ充つるやを I~~)I ゲるを得なかっと」と li1\[\ して，'るふ「

主主民はよ913年京北千五一巨大，'f:ff!1科大手へ入した県出ナカの研究子 ?を絞洪し、河化、;1'

研究所でそ〉コ刊に研究指導を行っていた人物であった 1927"f'北地J返帝国大学理学部宗lヲムヱ

委員誌に就任したと1時[よ、 東 iむヒじl心説Jんう~l少迎Pう~l少斗司部:長であり仏、 「女f川今'1口点ι

lにこよる入学資?格存をあ拡、大した1山92お5年 ヰ点~~北lヒt常再大己マ学T詐:阿三宇j主夫守古芯;戸訪モ芳奴;足L討干F科h引:J 己改文「主穴を経駁していた J 三女女女cご芯泊j併泊r凶i 

の1学ミ手と i~:I:部;人 1主千羊与子子:と-，に:ついてlは♀♂王班型売停予をも/つ〉 どし'!斤干こ (t:~は土烈{ま;二引くないο

I印9"お5イ{I τE束主北イ沼吊lい凶全叶l大に手程Jつ守l古剖部i古:規校Jと弓改改去虫攻(ム￥正のも と、 同大r-y了

ていたJ 13、のため、 1'(4 に理学古~æf;f0どの$é~己、東京、京都 'I'(!' 国大干の 19お~-:，9何度人長老

1;1:前状況を沿げて:[3く。
帝5百大，'，，-入者のうち高等，'，，'校ヌ実業者{王、 liJ25年度では東京常医大、Jが約制).;-)%、京都

::Wb':人学が約Sつ.9%こI~:Jj大学とも 80 泌を超えているが、京:~じ':Y1 凶ん学ごは約53.7% にとど

まって L、るじ 1926-29+ 1支にかけて東京帝r~!~i:k ，}: ~おり%去、京都千寺可大宇 l土総 %IK'京に必

えているが、東北五回大 i は83% を常に子凶り、京京、京郊而子む医大 7 によlうベて高下、?十:，~

宇業主の占めるv七キl正低い「来示、 E7:割cr;t;帝出大学の学力検定試験による話の詳剖:j(.ごつい

工は小明であるが、東ゴ乙伯作IJにこJγでは規校によ打人"?資格のれし付広大:することによっ丈、

高字予:佼?美者刀、外の日身存から数多くの常回大学入予者を斑'1させたことが結米:として

土足れてし=る。

?，G 
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このよろに、 全l凶辛吋吋1(的ヲ;にこf川l

学生の石確在f保又の=突E給、 北海i汗Ir国大去の紋矧 'f'J状況をみるならば、 j北乙J海空革民E託i洗門汗陀川l
も束i北ヒ子帝正11川"1:主大大k土た;乙学L子子:主:辺じのワ r光ι例を;採i采:刈ずることが良号策をであると呉島が判H並断:折庁し円と，'p同J能性をJ打]ち;泊肖すす-ニ
とは、でてきないだrろちう C

表4 19~5'- 凶作償支ィ人東京、すて部市南太今入手宇~"cr) 入学従~:j:1大♂

身， fT Ii. 926 19ヲ己 102，' 19~~8 19;~9 

s%寺dいム守リ二ぐ"くー三千束叩:;!:;' 211 29iJ 35" 4:;4 4"9 

梅干業者 ， 6 12 H 
ーが4 高三ì~ ~i時[，'-f 校品業者 18 11 
jじ
ウ門主宇と立三千三長苫 :1" 18 のL「D ;n: 

M K 予言業専門学校者
円/';j、 43 ::;3 l} 

他大学学生又ハ7-業者 / 20 日

其他苧力牧7三ニ依)1ノ-:fi' 43 6J7 48 28 ::n 
心円一 :39~s 3日3 4ð~: 360 ;]Li:3 

I'，，'J等学校?業者 1，9o2 2吋052 zy収iO 2，1S4 2， ;84 

J自、 イ手前:t'iム弁当主手号 20 1.': +一行" つ】υミ 28 

人ト「行i 
i注卒{昭一仁三7佼♂+15 / 8 お 111 h 

他1ヂi}IVfてヲ主主 ιヘ学4.タ1Jシ者 1 12':;' 140 lZZ 83 

円ム 其やtlI、?/J牧琴ニ汝iv者 176 円，0 ラ U ミ門l 
d 6 

んU た1.-lf) 日サヌ69 ヨヲ:::)8 2.34:: 三、;:)(l()

品等学校三手業者 1 .lY;'O 1.2、'18 1.37り 。子02 i う 5~)G

J伯1;1 4品手首等揃淀範学4問U 業者
F._ 11 8 日 1.1 

19 。制り。 38 9 9 

d用ノz¥: 利1子f(G羊業老又ハ守 :~l タ 1ノシ石 ~i6 4τ 40 わ 13 

:Hf虫学jJ!走どん与ニ1N.;レ君子 12~ 53 百G :)0 { ，) 

ふ 言1 1.290 [吋374 i サ ~;)8 ，日S~ 1 ，fi 15 

柿"丈?}富-:'r:frl:こよ L')1な成[10外1":人官'7λ1:土計 し'，'ぷい なお、京北市1-大'7:.r..土、l'lつ[-j{f.liどif:

三宇品市→学技宇J長者.1-r，、専門苧校芋謀者2名、半子;!士ヒき2名、 lC2月半夜半力検ι乙者2名、 1027{+度専門学

校三千栄守 2~ 、 1922年三 ~:'.;~~:Ij乾学校土手業守 i 弘、 手門学校土手芸守二名、 D29年l見Fプコ凶d学長羊業守2話、

専門学校?業lt.t色、宇ブJ十下山才i"1 1:-:J-t(包てあるけべこ戸可決、)，

?，';， 
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2. '北海道帝国大学理学部規程」第9条に基づく「第次募集」の実施と女性の入学

2 -1. '第一次募集J-19初年度

19初年2月15は、理学部は理学部規程第8条該当省(高等学校及び学習院高等科卒業省、

予科修了者)の願書受付を締め切った。 2月18は付 r時事新報』は総長佐藤口介と共に上

京中の教授出所村太郎の談話を掲載した2ヘ凶所は学I[易ー集について次のように語ってい

る。

午生の定員は八 Ii'，で原則としては全国の高等学校卒業生から採用するが北大の予

科からも特殊の人を十人伎は許可するかも知れない、願書は十五日に締切ったが恐ら

く定員を超過してゐる事と思ふ文部省、としても大学の入学鮒(現在全国の高等学校本

業者で大学に入学出来ないものは約二千五百人ある)の声のある今日我型学部の開請

は幾分でも之を緩相し得るとて非常に満足してゐるやうである

刊所はこの時点では 2月15はの願書集計結果を把握しておらず、定員超過を惣定してい

る。さらに、理学部入学者は原則として高等学校卒業者を確保すること、了三科修f者はネキ

干名採用にとどまると説明している。その 2日後、 2)J 20日付了時事新報」は、総長佐藤

が文部省専門学務局長と折衝を連日重ねて4月1日用学部開請の諒解を得たこと、文部大

凶阿中隆一と着、見交換をするため 両Ui帯ボナると説明し、佐騰の談活を掲載したc {t朕

は学牛募集について次のように詰った川JO

学生募集の結果はよくわからんが前述の如く'T':ililJと学則との関係により 般に公募

することが山来ず只全凶の I~J等学校に通燃を発した程度だから希望者はjIflJ合に少なか

ったぞうである当大学の学，[の転学、下科卒業，[の希望者が三十人いある筈だがそれ

でも未だ八十人の定員に満たない時は第一凶の募集をやる積りである

供藤は「苧生募集の結呆はよくわからん」と門葉を濁し、高等学校卒業者の志望者が少

なかったこと、定員に達しないときは再医学作募集をする予定だと語ったの 2月26日付「時

事新報」は「北大理学部)心募駈 定員に達せず」との見出しで、 2月15日願書受利市li切に

あたり定員に満たなかったこと、大学当局の反応を次のように報じた。

同月開講する北大関学部は十五日第一次試験書受付を締切ったが全国的に入学新の

やかましい折柄応募を多数に上るだらうと思はれたのに反し定員八十名に対L{!/iに

分の二五|れに足らずや校当局は意外の小入学に驚き俄に狩り集めに奔走中である、

定以に達するには相当困難である
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結局、理学部規程第 8条該当者からの入学志願は予科修了者23名、高等学校卒業者11名、

学士2'I'， (物理学科および化学科志刷、)、転学2れ(柏物学科志願)、今計11i〆1であった"

入手古、望者が定民80名に満たず、開学部開設初年度、現学部は~Fj1.，+部規粁第 9 条に基づく

学生募集を実施せざるを得なかった。以下、理学部規程第8条該当省の募集を「第一次募

集」、 l司規程第9条該当者の募集を「第二次募集」と呼称して論を，:ff;める九

2 -2， '第二次募集」 19:均年度

1930年 3月14はの理学部教授会は「学生入学ノ件」として「第二次募集学力考企」に関

して、筆記試験会場、口頭試問控至、試験委員および試験監督員、答案用紙の作製、休格

検~の実施、学}J検定試験等について協議したね，北海道帝岡大学理学部規粁」制定か

ら2日後の『官朝b 第965>:; (1930年3月20日、 530頁)に、学生募集の広L与を確かめるこ
とカミできる -11)

。学年募集

来ル同月ヨリ閃設予定ノ本学理学部ニ入学セシムヘキ学生ヲ募集スム、願省ハ左記

-T:-頃心得ノ上刷出ツヘン

昭和五年三)j 北海道帝岡大学

、募集人員数学科若干名 物珂~利 若干名

化学科新|名

梢物学科若下'I'，

地質鉱物学科新|名

動物学科 若下'I'，

、同願期限 米ル四月十日マテ但シ高等学校、学習院高等科半業者ハI中I身

学校ヲキ子商シ其他ハ直接山願期l限内ニ到着スル様願書ヲ差出スヘシ

一、試験期 11 ()学術考査 四月 l五11

(一)学力検定試験 四)J十六日

(三)体格検貨 同月十七日

四、入学ニ関スル詳細ハ直接本学ニ;恥合スヘシイ旦シ郵券貼刊、送先記入ノ到

J支ノ送付ヲ~ス

以卜ノ外受験ニ必要ナル事項ハ各同願者二通知ス

rl'Pl'fiJ広告欄に載ったよ記の学生募集からは、入学資格等の詳細を知ることはできな

い。願書差出経由の説明では「高等学校、子治J院高等科半業者」を!liし書きしていること

から、「北海道帝国大学珂学部規程」第8条該当者も再び募集対象であった。

第二次募集の悶始時期lについては、理学部は r'~報」第9日5号の学生募集広告以前から

実際には始めていたという。第二次世、集の入学願書交付円は 2月23円から 4月10円であっ

たと丈部省専門学務局長宛に後日報告しているおl

1930年 4 月 7 日、王里学部長1貴島利q--J は総長佐藤昌介に「昭和 11 年度珂~音15入学試E央委員
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11命方ノf'b 詩:1:.111したρ¥「本学部第 次入学志願者二一7.tγ?力考査及学}J検定(規程

UJ)凶長二、該!;者ノミ)試験旅行/必試験を汽右記JiHi発令相JjJi'I1主主主致度此没段上向↑民自 J

〉し、 42民去乏に救Jtt回巧恒太郎、会員に宇!(j堂小来梓ほか巴名の主主令を!ヰJl 
先にみたぶうに、第 次入学心、原告はl1Z，であり、 3D名の欠員か生じていたっ表:，にみ
るよみに、第二次人学お附者iユ81包であった日第二次芳集における人学お附者iユ珠ぷに

成司る存|寸iγJ斗土または理科の l ドギ7教兄免語'I;I!~所有者であれ、丈n出身者の山部長はなかっ

表5 19301r J.~u里宇部第刀、幕末人予 7t:加者数

身/ 本l |物科
i地医学

化十 鉱物d子科 世物 動物学科

子平日告T:iii ワ ιι ラ

-両守"~三Tり f山L三千最伽中右 り 9 ο δ 12 39 

1 '手t当局小章者 1 l 

品等知事E学校京業者 ム l 

矢子IEJF??自l'範苧校羊業者 l l 

52装専門'1'詳校 i 
f d J 

専門学 i業専門学校 4 2 3 d 12 

一九九 浩r 全学専門学校 l i 

上正以タ ヌ υ 3 

'A干いき円 三五 手1 l “ つ

音5羊業者 専門部 ワ 1 の“ 1 。
同 ~Xj 史 j且同教省;;!~~可部

ろにi主主予RJ~r (;;祢 ;~'J~r!~主)

臨時数:，1三三戒的千葉者 1 1 。
4'等教員免討状所有者

とえて 部 2 3 

ム円 r' lワ l I '~ u 14 15 84 

附言 τバIJj斗日 =51品~~を古担，より作成しず ι な，L;、動物子科rJ) ~+， "，~'教民泊了l 状 ;~I-山者:工弓木{十 r;' 八休校字社

出':1<ある

I出字引:;止決 次入47志験者にXJ~ 、 4 )J 15円1EJA試験{夕刊守三者査jを'7!:脳しえ:υ 選

抜11t駁f↓刊はぐ、?f'↓において外日話とC京試;[;1、各科の専門利日を謀した" j己?f'↓i;t1c，'';'
のほかに、物JIli学も認したど月 15♂ー17LJの選抜試殺を終え、 '1Jj 1B U J万'~学部教授会

はむ5-;大入d手者の許可に I討し し、 i室J友fぷ主 (/j'γii!!;査)における ~i町長秀者が第志

空学科のだ11関係上入学を許ロJ:~是非いぬ合、第 志望予科に欠片がある耳、Li土原則としてそ

の学手 ι に人当とを許可することこ L たが J 、~時大手::!jy可がf子:生ノι翼連雪IJに対して警戒を強

ユu



北海道市 1::;，::*字r!:E宇 T山一おけるι吐しつ人宇 l山本l

めていたにともあり L'、Js学部;土「種々特色マイIスル」第 Jt入学志向日出に対Lてlよ弘吉?

な脊を実派した

4 IJ 21 日、肝学部は人，+~t 口j 者を し六"，第 次:1~~集における人手前~"J者苦手、l土子科

修了省 23名、高等学校卒業主 ~2名、学1: 2 名、転学 27，、台2t3n t:r であうた ~h、第

二次募集における入学社可者(之、表6にみど〉ように予科修了者 l省、 r~J等学校半走者 16名、

生五郎者3名、女f向守主同[1/[:校半染者 1::(1 、専 :j~V('校牟染者 4 111、実科属専門部半莱者3

z，、合計28名三あった。第一次、第一次募集の入学青をなわせると、数学科 8Z， (定員10)、
:t?tJ JI+l.学科~')各(定員I旬、化学科16名{定員15)ち均1ft鉱了b学1+11名(定員20)、植物学科10

'{r (定員1~))、動物争H10れのと民 l旬、台引 67 ~i/I 定員80) であった。

表6 ;9301;--:)正J:JIヤ青山第 :火手主義人、?右数

WI u/学科 設工子科|事1tl1.学科
::[1J1 ~時

化学科 鉱物 怪物学科 動物学科 三Bさ:i 

ヂキト 11'~-J' -~- 1 l 

下F年Jノ't"T了t>、ヰ日ム芳持ミイ?; 4 lG 

女了高"ト師範学校卒業者

農業専門学校 l 
ちl吋'{佼

~業専門学校 q ク
ヌ党支 ~g 

上正以タ

'A干いき円 三五 手1 l 

音5羊業者 専門部 1 ワ

京瓦 i司: 日 3 

fV I 28 

愉￥ 勺l比二;諾調査書類」、 1、公肱刈 '1じ下教'<i1':斗 (ア;b--:.)!支」市 2iJ、J;守)、「北海J.Õ: 'ì-î7C ノ人γ~Jí ~nd 

第百号(; u:~( 年口汁 5ljLこよりれ :ÙG しプー，;;お化手引以外、.~~等手枕ホチ J々 l(，名山学科内訳が京喝なれ的、

'(伴内山と f 件~:， I を主制と L./，~

女子山等師範学校羊業者l名i土木LI泌IT¥'/口等女学校教師のム村ノジである 1 !J:lll年l支野

小部第つ公募集び〉入J子4よ、府苔および入7者のなかで、吉村フジは「什 の広件であったσ 宇

判ブジ♂の)f封十学言お;人学j心合二主句十俗許について、 1ω9~i却り川--r4 月 2幻2 L1 1付寸 「勺j七じt泳吟夕イムス ;はZエ)ル〆ムの学2選封
j北と大=浬呈予シ刊部;;にこ初で1咲λく与紅T'}点1

せて1諜j担uじ二たの刊紙のお遂によると、長兄:土区、fIIj高守校教授(数'[:)、次兄J土郡小業
後lこ大学で研究を ているとある。次兄Lは J'Il学口 IS88;支!~ともに立;1学以講師となった J

村克ーである，っ吉村児 は 1027千l一銭乎百 -5.~ 7.:ft~学科争王手業絞、決J子部開j 千とな:)、救J受

出百円lJ太郎のもとで技芸化学教討すに勤務してし aた、 1929年10)J iこは舟学部開講準備手務収

伎をi属託さ1.1./_-:-]， J 学年4月三甲字削;関学をむかえ[CciJIが初学泌配ii!J裂となると、苫村もお

~)] 
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学部;再日i[iとなった。 1935:'(i:.~J 月|村自'8 水産、f寸土救Jせとなる主で、

務めていたι

~-;iJ;j:理学部化学科に

1930年自 !j2'(日、門学部は開q::Aを71け Jした l 開q:7::.{-'~'. ("=おいて、 J~q:部長長局利千は

Jミのよろに述べている 12ハ

本主主'ア'自;ハじ設ノ ヤ副:ト異1j子科終j'J jf:t人者ノミ守J，J容スルモノ.y-"-}--.ク全1::，谷

j也/人材ヲ JJ、ク網説l~宇門戸ヲ湾攻ス jレ/犯想ニ立問;与各高等4コ寸土川 'VJ _di台Wttl各税1唖干

関係ノ \~(I"J学校等ノホヲ主将平等教員免:干状所イJ 話ニモ人学資格ヲ fJ ヘ選次長式見?とト考告

ノ方法ヲ以テ人宇ヲ計 "1シ卒午じニヒ i------~i/I J 新人;'~-;:d: 守見ルニ主リマシタ

高等学校宇業者を全区九llQから人学者として求めることは、これまてい新出等において大

学関係者;こより数度先百されてきた。管見。)~H;) 、「其1:11，各極i主将謁係ノ専 1"1 学校等ノ;字

長当者中手数以免許状苛[ノ古者一之入苧資格ヲ当へj と理予郡境作祭9条該当者にまで0/:えし

てF甲子部入手:ZE併を党百した者は箕島以外見当たらない民局がらかに祁むした如く「全

国各地/人対ワ以ク網ぶil"シ1'1戸ヲ巧放スルノ浬主にす1可lシ」、 1930(1皮浬学部入;;:ご呂ーには

守門学校、実科 守門部出吋者が含まれ、女千官等科IJ範学校卒主主の女性入合者も誕生した

のt亡める〈

2-3，入学資格者の認定

1931 ff Jそへi告げて、 l ヲ 30'~:':-1J月26日の理J宇部教長会iよ、ずヴ¥， ;:;、A具についt

若手議した必 I 北海スÊ[ r~も干岡大字折半部入ア点若者心得 (1昭和六年 l定)J 業の名条項を評議し、

取扱上の注持、事項および乱止をfすした。 l 入学ム、q民主心得(昭和ノ三年度案の構成 L~次の

こおりであっ

jヒ i礼道子行 l豆大1ぅ2]:'下学人主心、願者'L、f-~- (昭和六年l夏、}

02さ次募集 。第つ火募集

一、家集人員 一、家失/時:手j

、入学資(件及mn川 、入学三f1汗

、出現て駅間 一、提白書頒

凶、人学志相手続 凶、選抜共布蛙

子王、症l 五、左記該当者川口主偽 j I ヲA，'r口jスル
コトア)~〆\シ

集び)入d戸賞格段月比fi'rでは、':1 :理;;1出身者だけで定員争経過する場合は選J友試殺

を実施すること、 (2)flf科出身者によ科，'1'，身高を力じえることにより定討を但巡する場合はt
科H-i[身者の吊にi主板試駁を実施するこム、 ¥3)(1)め湯合においては本学子村山身者に対L
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ても選抜試験を実施し、予科1:事と協議の上確定j一ることと訂正した。

一方、約二次募集の入苧資格では、「拡集人員超過ノトキ其ノ志望学科ニ従ヒ選抜試験

ヲ行フ」を「右;古、願者ニ対シテハ;目、ノ去、望学科ニ従ヒ試験ヲ行フ」と訂ifし、募集人民超

過に関係なく試験を R~-9 こととした。そのため、第1Jjが削除きれた。捉山書類の項では、

「本学予科、 I~J等学校l同等科、学宵院l日J等科卒業者ハ之ヲ安セス」を加え、第 次募集に

おいて検定料耳、要の予科、高等学校高学科、学官院高予科卒業者は第:次募集においても

検定科不要として優遇した。第 5項については、第一次および第一次募集共通の独立の項

片として記載することに決定した。第5r]{の左記該当者とは、学上、円入学皆、転部省で

ある。また、入学刷書様式において、約一、第二志望学科の区別を削除し、 qiに志望午平!

としたの

1日以)年12月3日の煎学部教授会は、「入学資格認定ノ件(傍係学校同身者二十J)Jを議L、

以 l、に列記した官公私立諸学校を型学部規程第 9条第 l号該当人学資格者として認定し

た。慶磨義塾大学大学子科(医科)および東京物理学校別科羊業者S]j(.こして中学教以免許

状所有者も、第9条第 1'8該当入学資格者として取り扱うことに決定した臼

官;カ

高等師範学校、女子高等師範学校本科坦科

高等農業学校、高等農林学校、高等工業学校、高等間船学校

秋同鉱[I[専門学校、水産誘宵所

仏m同大学附属|ア木!ドミ 水産 .A燥是林専門部、九前、'1

工業大1手学J子芋f主:附属工4手学;主:専門部、医科大手:附属薬学専門部

医学専1")学校、薬学専1")学校

臨時教員養成所(迎科、 一-:il制に限る)

i&U候技術官交成所(学則参以を要す)ロ

公立

校尚子業工等十一周同校学専学薬

科

木

校

校

尚子

d
L
T

刊

明

日

出

サ

物

斗

〔

子

十

R

M
E

守
一
東

私

上記の宵公私立専門学校は、女f高等師範学校本科理科tj、外はいずtLも男 fに限られて

いたc 女性対象の薬学、医学専門学校はいずれも私古専門学校であった，4;，上記認定校で

女性を対象とするは東京、奈良女子高等師範学校の 2校だけであった。

その後、入学資格校の認定について問い合わせが相次いだ。同月16Uの教授会では、は

本女チ大学校高等学部理科卒業者について、理学部鋭程第9条約l号に依る入学資格認定

の申請があったため、日本女子大学校学則、学科謀梓等を審議した結巣、第9条第1号に

依る入学資格者として認定した:'.ij '1;..:性対象の私立専門学校として初の認定であった。顎
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イ|には、 7月30は、 ぷ女専乙もt二五万キi立て、 }点，~d剖凱引邦;序府T1立王女了専|い門'j 、

者/入、学 JilJ 限f会rがあつたコム 京都好附f立t久とゴチニ守F:号戸学i宇夫校は|ド阿寸寸l校半業生に大学入午午てJ八l記E宍1雪苛繋!空1者があ

るため、手目1，を添えて北海道帝11太子ニへの人学資格のな鼎をIJjし、合わせてきたのである

10月 1Uの?に長会において孫議の討果、翌じ、北大理第 一 三ーを以て、理学部はl自J先課

へ l 本学部規佐治)L-;長め 号入学資格ト認メ難ク同条o二号該当者入被認候灸 j と円 :_~ι し

それを企け、北海道帝11'1大 !i，"]JJ6 日、北大~~5ft. [gU ~を以て、「本主盟主お民科

第九条第 Jf[ニ該当ス，~やノト FEJJ三↑民条」と説明 L、珂子部規却を訴えて凶詳したc 京都

府立久了専1"1学校は文学干の位;こね学科米政干及m司J'IL1+(共に修業年1;巴3年)を 5支出し
ていたが、」空規緑色:'59条約 l写該当人争資格ふ言士、?とされなかったのである

大阪薬よ'f:専門子校よ iJf~.'ア部入、J 資格の布 A悔の照会を受けた北海道帝岡大三;土、本f? を

事務官名で開学部長%に}()月 10司、北大第九五八与を以て照会し丈 1寸FJ2]ヨの教授会

では、/、阪学専1"]γ一校より人学資洛のイJ if1誌があり、学則、、:f:科課程、東[じi'!1未j大7:

理令部およう、九州帝岡大学農学-&1)7うもん同校が入学資格認定を':1けていることを援/九理釈

にC，Jする専門学校こしてき高 9 条害事~ 8による入学資料者Eして取り扱うこ 2を中し合わせ

、同月Z2U、北大埋第 ヒじりーを以て、思学部叉1'，で事務'ド'宛 1 こ :y~!，え会での'品訴の約

:匹、 本長t'~J:組程'右九条お一号ー依)!，入苧ーさそ格者ト認定致シ候条 l と回手干した"')て?戸、

Jと太第力八五号を以て、 Jヒほi草子正f下1A，:'"'ti;:ノ人阪薬/-?専門戸支へ υVY:部規桝第九条第

]守j'亙当有デルモノト言、〉己f民条」とし、周J子音i~荒殺を添えて凶手与した 宝た、同住12月18ほ

の教段会で(土、奉ソ(;rj有川教育[，1;::I可学校より入学資格認定の申誌があり、学1'j日記程、東お

よぴ九州 ii'l'il)にやにおい-c;w'l校が人'芋資格認定をι之げているここを鑑み、人 f
i て取 Jり)扱うことをLjJυ，/合:子7汁オわ〉せてい也b札

このように、理学部規程第自条に k り入学受治主の枠を LJil デ T' がi5r~ 、 iIぶ[，(了大学校、

以都府守女子専i"J学校とし勺た女f専門学校やはじめ、各地の専門戸}!:トえから主主9条該斗人

予言ぞ拾についての照会が坦'アZGへ寄せられたcその後も告さ94長淡"i入予資格の認定率設は、

17T1113と i~:lj においど絞\/\/子もの土考えられる

2-4 凶「北海道J市 If~1 大学怨学111jJ，見程」第 9 条の改正

19:i2年 2)]17R1)討議会は「理学部況計11'改iFJ件」を7去し r }A千百五長よ;)L!z jr. ~Ff1， 
R について詳細な説明後、 lL11誌なく ;;Tl~たした。翌日、北大第一一:与を以て、北海垣沼環

太学は総長名守文部大~争tUこ i 理学部J];，定中己主i上/件 l認可申請古を提iJj~， た人学受

怪についての改iT理llii主次のとおりであっんL

従来/軒目主ニf?tスルニ第二次学生募集/切芳Jllヲ同月ヵ 1:、入学試段ヲ同月 IU

乃主 1Tt:円校業|証鈴ヲ凶月:， 1円前後トセ〆トスルニハ第九条ι於う jレ号及川一ー

す該当百一二同時二試駁守行ヒ而シ7後第 サ該当者一巾lI恒三/-;;r明党二合格シタノレ有 1更

ニ検'7Íi~式目:ヲ q"J ブコ k\ 手試駁/市長司法クノレニ非ザレノミí;Jt 1'.弁J刈間二予定ノj部主ヲ

" ，y+ 



北海道布陣l大学理学部における主性の入学 k山本J

ナスコト能ハザルヲ以テ同条第 号及第二サ該当者ノ入学j順位ヲ撤廃セントス

認口J中請書には文部省専門学務同による下線と傍点、「照会ニ依リ is仲訂ifJ との書き

込みがある。同年3月tは、札大専七号をtj、て、文部省専]"J学務局は局長名で総長宛に本
件について次のとおり照会した(i.11

第九条ノ順位ヲ撤単語スルハ岩支ナキモ其ノ実施ん法トモ見ラルヘキ改正珂白書ニ依

レハ第 サ及第二号該当主ニ十j同時二試験ヲ行ヒ而シテ第二号該当右中前記ノ試験二

台格シタル者ニ史ニ検定試験ヲ行ブコトトセラルル趣ナルモ有ハ高等苧校高等科理科

半業計!支/検'尤試験ニ合格セサル者即チ受験資栴ナキ者ニ対シテ選抜試験ヲ受ケシム

ル結果トナリ穏当イラサルモノト思料セラルルニ刊御再考相成度比段及照会

このように、丈部省専門学務局は、第9条第2号該当者によJして先に選抜試験を謀し、

その合格者に検定試験を行うことは「受験資格ナキ者ニ対シテJ:N技試験ヲ受ケシムル結果

トナリ穏当ナラサルモノト思料セラル」として難色を不し、再考を求めた。 3月9は、北

大第一七九号を以て、北海道川国大学は総長名て、土;部省専門学務局長宛に次のように回答

した日lo

本学理学部規程中改正ノ件ニ就キ第九条第一号及第二号該当者ノ入学順位撤廃ノ型

山二関ン御照会ノ趣 f承御来示ノ通第二号該:~ノ枚定試験未済者二選抜試験守課スル

ハ穏当ナラサルニイ寸検定試験ニ合格シタル者ニ対シ選抜試験ヲ謀スルコト、致スヘク

而シテ第二号該当省中検定試験ニ合格シタル省ハ第 サ該当省ト同様ニ見ルヲ雫当ト

認メラレ侠ニ付之カ順位撤廃ノf義御示訟ノ上可然御取計十円成度回答芳此段及御依頼侠

也

北海道帝凶大学は文部省、専]"J学務局の息見に従い、資格検定試験未済主に選抜試験を認

すことを収り下げて、初日条の改正案である順位撤廃の承訟を求めた。 3月12円、立;部省、

専門学務局は文部大臣名で総長宛に「珂学部規科中己主ifノ件」に付き珂学部改疋許ロjの指

令案を起案Lたii61 指令案は 4月6日決裁がおり、同日、札大専七百を以て発送された。

許可はは 3月31は、施行期Uは4月IUであったc 指令:奈の備考欄「改止/安旨及型内」

には「入学 第 次学!]募集ト授業開始トノ問ノ日数少ク d支施|木|難ナjレヲ以テ第九条第一

日及第 号該当者ノ順位ヲ撤l発ス」とあったc こうして、 1932年3月:11日、北大達第-0

サを以て、理学部規程第9条文中「左ノl順位ニ依リ入学ヲ許可ス」が「左ノ掲グル者ノ入

学ヲ許可ス」と改正され、 l百l条約 l項と第2J声の順位が撤廃された何 c

1933年lOJJ18日の教授会は、罪学部規干半巾改ifの件を正義し、第日条および第10条の修rr
卜中を中 L合わせたω 。 11 月 11 日、北大第九れ O~ をι て、北海道帝国大学は総長名で文
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北海道大学大学丈a1if1年報第iサ (20凶年2月j

青巨大bi宛に「学部規程中 部改正ノ件」認可申請書を提出した山 c 第9条、第10条改lJ:::rAJ

容および改正理山は煩雑となるが下記に示すc

第九条守主ノ;m改ム
前条ニ依ル入学志願者ヲ収零シ尚ホ欠員アル場合ニ限リ左記安I員二依リ第二次入学

志願者ヲ募集スjレコトアルヘシ

一、入学資格

イ 本学予科修了省、高等学校高等干|及学習院高等科卒業省

ロ 高等日111範苧校、女子高等日l時五千校ノ本科理科、理科ニ闘スル専門学校及之レ

ト同等梓l支以 hノ専門学校学業者ニシテ本学部ノ授業ニ堪フルト認メタル者

ハ 専門学校本業者'1'木学部ニ於テ適当ノ"i-)Jアリト認メタルモノニシテ資格検

定試験ニ合格シタル者、中等学校教員免許状所前者ニシテ本学部ニ於テ考査

/上更ニ資格検定試験ニfr格シタル者、{旦シ資格検定試験ハ高等学校高予科

別科ノ学科日ニ就キ;目、ノ卒業科J孟ニ仏リテ之ヲ行フ

二、入学山願期間

第二次募集ノ官報公行/円ヨリ凶月五円迄

三、入学ニ悶スル取扱

前記第-5列記ノ dよ、明者ニ対シテハ場合ニ依リ学部ニ於ケル検定試駁ノ卜其ノ許

肖守定ムルコトアルヘシ

第|条ヲ左ノ通改ム

第一次入学;告、願者ヲ募集スル場合ニハ け十六日以後ノ官報ニ公告ス

附則

本改正ノ叶併nJ¥'11二月 11ヨリ之ヲ実施ス

C.l1j!学部規程'1'改正ニ関スル珂白書」

、第九条改止ノ{牛

現行規程ニ於テハ第二次入学志願者募集ニ闘ン本学7不l修 f者、高等学校高等科/え

学習院高等科半業者ノ取扱及同願期間等規計無之候為lぶ々疑義ヲ「ドシ照会シ米Jレモ

ノアルヲt:J，テ日Ij記ノ辺改正セシムトス

二、第 l条己主止ノ件

本条ニ於テ第一次入学志願者募集ノ方法ヲ改主セムトス

このように、大きな改止点は第二次募集対象省として予科修了省、高等学校高等科及学

宵院官等科卒業者を明確に規定したことである。これに対して丈部省、午務局は局長れで総

長宛H~会案を 11JJ 15日に起案した70' 照会案では「左記事攻承知致ン度」とし、次のよう

にある。
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北海道市 1::;，::*字r!:E宇 T山一おけるι吐しつ人宇 l山本l

、「本学部ノ投13ニj主7J]，.ト:君、メタ J]，.)j'~ ト「本.:.l~:部二於子適当/学j) γ リ司、 7E メ

ダルモ/， ト〆側一討、実際土ノJ 茶.~完王子守包号u ふ/7')レモj十七/梓句ヲーだシ可?口開F

二関スル専門学校/半三五者ト;民 ;11"./専 :i~J~校ノ半長者トノ間二ハ相当民俗的/長

異ア 11 ト思考 t う)~、ヲ以テ資倍険ノ包市LZ主ヲ夜ス JレJV77ヤ求者桝パ理科ニ閑スル専

門学校/卒業者寸 1]ヤ(fヤニ依'i決定ミプ挙完了:N.宅ー閲兵ル辞勾μ 両者 定シf1f;/;'.9..l2{

)jIJスル方透当ぶ明際ナリト思考セラ}レ、モ如何

々、改正案第九条第ι45 ノ規 I三ハ第一日イ、口、ハ列記十'う~"特二資rfH主主主;弐駁ヲ要

セザ)レ人学よ、Ff昌こだシテモ ハ、/入学dぶ明百ト同様資格決定試験ヰ認シ又ハ入

ヴ志望者ニ対ンアハ手重;ノ検定試験ヲ課シ?ノ，J人'予/訴台ヲ定ムル場台アリヤニ

済ンラ !y、主主日判

各会 i 挙部v二終今井杉と討τ:言書験 r 山姿十科卒全米誌正売 J 点、二非非 Jレモ i ト ~t-..L" 其)...~トlJ}示
り寸少十、!'r+i白川 11 mu:. L=.汁 マ j.rllゴ
/、~r...' .~，......ノノいし、 1 1" '-ノバ 刈 11CJ 

二、第 :大入学A望者)対ンテハ入学!院が/規定伝キヲ !.'A-7"，L、望者/数欠片数守!2i1j{5， 

ス iC場合ニ悶ス }vt見守主ア)レヲ婆シ!iシ日、ノ規定ヲ欠ク二於テハ文:;~zJ取扱 f不都合

ワ生ス)]..-)憾#.f;有ヤ'4;11:可

この郎会案は専門ザチ浩局長の決五えがあるが、 .t吾品号、決~とヨ、先送日が:空間のため、

実降、に発送されたかはどかではなv，が、文部特専門学務局の意Ii'lをうかがうことはできるo

部省専 I:~学務局 l手、 111資格恒JjiJの基準lz現干に|討する lfjl可学校夜来者であるか丙かによ

ること、::~) 資格検定試験」と 検定試験 J)近似5irトjによる汎乱、 3:人.'11JIIH lii 0)無規定

によ~)、第 次d心願者がウて討数をitB;11したj込合l悶ずる士号ノEが必要であることを治指して

いるc.il)でl土、理科に関する tfJ::IIJ学校守業主kそ礼以外の十主I"j学校ノ?業主止で(土、「桁当

共料(rヲノ差異アリト思考ゼラ J]，.'、 と文部省専 "j'、ノ務弓がとらえ-rいることがわかるの !ti

については、改正案では選抜日、験を f検定試験j と衣ョ己したためも紛ムわししみた現こなっ

ていること は百めないじ

1"月時日、文部省与I'Yi<i事f口iよ ;:gr'tfW規校 1'~立 lド/件」に 1'J き、文部大~.名で総長宛

lこ理学部改正許可の折令系を、 )nj云 *'1 亡、官、長手'~i ~こ通牒業を起案した71: 2業;ま吋;')JI I 1-'決

裁がおり、 r;;J円、札大ztl六五号を1:!，て予告送された〉通)探索は「斑学部規ザ改l ノイ牛7.11J):主治
令相成タ Jc処{ハ第八条、第九条二二it，;1入、?斗、願者/数夫々収作予定数ヲ起逃スルトキ〆、

必ス入学選抜J制定ヲ行ブニ(jト乙デ許可相fJ比タル儀ニ{寸下御了知桁攻従比j段及::i!itr..:と
ある l 的苔十闘にはJえ1:'妄1去があω、f品目条については¥冶手次入志望者/数収容予定数

一充タサル場合一於テモ入、i許司j戸、河シ鈴術シ得ル械を更ス」、第 Q 条については l 条文

守主主治シ丘第 次二人学ヲ許可ス J\ヰ詰ハ又第二次、二於テモ d心[~k スルコトヲ伴ル旨rVl~己シ

尚，大入d戸許可 JJW1古ハ之守殺庵シ1jiセァお l条ノ規だヲ 条繰 iウテノι条二記事Lス従

ツテ第十一灸以下凡7一条宛主主uク」と記載している六
J')， I のよ弓に丈剖;ゃから1;見程改正許可がおり、 1~月 15 口、北大法第一六百を j立て i

.. ..¥1 



北海道大学大学丈a1if1年報第iサ (20凶年2月j

道帝国大学理学部規程」中第8条、第9条、第10条が下記のとおり改正され、 12月lUよ

り施行された7:1

第八条 本学部ニ入学ヲ許可スヘキ1'i.ハ左記順位ニヨリ之ヲ鈴1i'!iスルモノトス

、本学予科修了者、 I~J等学校l日J等科型手l 及学習院l日J等科型科卒業者

:、高等学校高予科立;干L位学習院高等科丈科卒業者

前項ノ入学よ、明者ハI中i身学校ヲ経由シ一月十れ日限リ願書ヲ学部長ニ差げlスヘシ

第九条 前条ニ依リ入学;L、早省ヲ収行シ的欠員アルトキハ前条及1，二記各号ノ ニ該当

スル者ニ付主主律iノ上入学ヲ許可スルコトアルヘシ

一、高等師範学校及女子高等師範学校本科珂科半業者、理科ニ関スル専門学校半業

者及之ト同等程度以卜ノ学校木業者ト認メタル者

二、高等師範学校及女f高等師範学校文科卒業者、中等学校教員免許状所前者、文

科ニ関スル専門学校半業者及之ト同等以上ノ学校羊業者、 !liシ本学部ニ於ケjレ高

等学校高等科珂科卒業科J主ニ依ル資格検定試験ニ合格シタル者ニ限lレ

第十条第十一条以下J-Lテ 条宛繰上ク

附国IJ

本規科ハ昭和八年十 )J一日ヨリ施行ス

第8条と第 9条では共に「詮衡」が明記され、第 9条第 l号は型科系山身者、第 2号は

立J科系出身者等に二分されたc資格検定試験は約9条約2号に但し書きされ、約10条では

第11条以下すべて l条繰卜げした〉 I2月22日の計十談会では、 10月30日村副り詐談会に附さ

れた理学部規定中第 9条「第二次入学ニ関スル本学予科修了:皆、高等学校高等科及学習院

I~J等科卒業者ノ取扱及山願期間等ノ制定」および、第 10条「第二次入学志願者募集ノ方il、」

の改主主円について再度事務官及び浬学部長より説明の後、次のとおり報告された向。

本省ニ於テハ本学上申ノfL条及十条ノ内行ヲ入レテ第八条及第九条トシ第八条ニ於

テハ一次入学ニ闘スル条項ヲ記栽シ規定順位者中ヨリ之守詮衡スルモノ卜改メ約九条

ニ於テハ 次入学ニ閃スル条項ヲ記載シ順伶卜ノ長等ヲ附セズ詮衡ノ h入学ヲ許同ス

ルコトアルベキヲ規dえセラレ而シテ第十条ニハ第十一条ヲ、以下凡テ一条刈繰上ゲト

シ|二月 はヨリ施行ノ指令守J[x受セリ

l人卜のように、王里学部規程第9条は1932年3月、 1933年12月と 2年続けて改正をみた

理学部規程第9条第 I項と第2項の入学l順位の撤廃、第8条該当昌一は第9条対象省と成り

得ること、理科系専門学校と土;科系専門学校の資格区別、「主主徐JJ止;汁の導入という、北

海道帝同大学の要望と止;部省専門学務局の意向が織り交ぜられた大きな改正であったの
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2 -5. r第一次募集」入学者数の推移 1931-4Z{下度

1931年度は定員10;(，に達した動物学科以外の 5学科がわ二次募集を実施した 1932-

36年反は全学科が第 次募集を実施した76' 第 次募集で定民に達しない深刻な状泌が続

き、化学科は1934年度試みに第二次募集の試験坊を札幌(北海道帝国大学理学部)と束京

(束力士文型科大学)に設けたほどであった7'"11

1937 -40年度は化学科以外の 5学科が、1941年度は再び全学科が第 次募集を実施した。

f北海道帝国大学新聞」第179;;; (19:17年4月27日)は「化学科のみは一次で定員を超え

然も予科又は高校山身者をtj，て満ち異彩を放ってゐる」と報じ、同学科教授太秦康光は「特
来すべきこと」と 1937年度を回想しているように、第一次募集で定員に達することは当時

異例であった78:

1941度より政府は大学学部等の在学年限または修業年限の臨時初縮を実施した。 1942年

度、大学、予科および高等学校は 6カ月短縮されて1912{19月卒業となったc そのため、

1942年度は谷宇部が4) J、10)Jに新入'1を迎えた 1942年4、10両日とも埋学部は全学

科で第次募集を実施した。

1931-33、1937-41年度第一次募集、第二次募集の入学ヰ、願省および入学省数を一覧に

したものが表7である。なお、 1931-1936、1912午度については第一次広袋、約二次募集

の入宇志願者数古河、明であるため、表7には計上していない。 収容予定人民(定以)は1938

年度まで数学科10名、物I軍学科15名、化学科目名、地質学:鉱物学科20名、植物学科10名、

動物学科10名の合言180名であり、 1939{1.(支には数学科11名、物理学科18名、化学科17名、

地質学鉱物学科11名、 rl宙物学科101〆1、動物学科10γ!の合音180名となった川。
表7をみると、去、願者数については、第一次募集の入学去、願者は19-34名、定員80名の

半分にも達していなV'c -)J、第二次募集の入学dよ、願主は33-102名と土台減が激しいが、

各J'j度第 次募集の志願者数を超えている。特に、 1911{I度は100名に達し、定員を超過

するほとの志願者があったU 予科修了者からの志望者について、 1930年度は前年度より 10

名減じ、 1932年度はさらに前年度より半減し、 19:13年度も 桁台であった。 1-北海道帝国

大学新聞J 第72サ (1931"1二2月23U)は「理学部は募集難か予科から僅かに七名」との

見出しのもと、子科修 f者の町、拡が減少した理山、志望者の傾向を次のように報じた。

理学部進入よ、草者は現在のところでは農科同名工科三名計七名で、昨年予科からの

型学部進入者がー|名近くあったことに比すると随分の激減で、こ、でも実際的な応

用科学へ走ろうとする、小況 就職難からうけた学'1の思想、かうごいてゐるとみられ

る。最近までの珂学部各高等学校からの志常者も椋めて少ないから、又本年も一次募

集で満たなくて、二次募集を行ふこと、なり従て傍系からの入学が界易になるのでは

ないかと見られてゐる。

入学者数については、第一次募集の入学者は18-4:1名と dよ、願者数の割に入手:許可者数が

39 



コじ市近7て主士，デ丈古H'年報 第 lサ(2(

表 7 19:11--犯、 37--41-$涯学部，~ 次、第 次募先入学t-:辰一吉お仇び入学者数

年段 出 身
:x怠集 ケうれ乍 れゾァフ!0~市I-fで

入学苫 ~?0r
:-l!:-:ihlHA数 人宇者数 三日 入子者数

了背 14 14 

品等学:松本業者 17 12 Hi 九3

19:11 専門7十士千業者 三日 自 持

三主の他。)TI 〉 l I 

3 :3 : ;'3 つひ !')6 

子科修J者 7 巧， 7 

巨'".;企Uム 者 L苧子J院内 l 13 12 26 13 2.) 

19:32 専門校卒業者 2i1 

弐の1也の高 2 2 q 

十 l うつ
Uヲ 74 "、片2 58 

下平;i争f:tT 品
月 7 

高:;';でJ、了佼午染者(，子育ト ハ" 9 !っ 10 10 
10:13 
式の1也ぴ)者 に勺i l~ つ 。八り、 Ei 

同 l 以〕 10 48 22 "'1 
下科1:t了者 l~ lL 12 

品等学:松本業131学ιiPJ~ ?ì) 2 9 10 F 17 
1937 
井、のイ!おう古」 21 18 

=同L ワヲ つつ 〉1 4日s e7 

子ナd~ 了持 :.: ; つl 22 

同等学校ヰ:業首 lょ l 7 円i 18 
1938 
其の仙の者 てミ ι〉

ワf 22 24 

ーcャ1 :33 34 35 3U 64 

叶刊タ高 んη山つ つお '，8 

1939 
I口J等学校卒業者 tf tt tt tt 

其の(:1)，の者 十ミ t1 27 30 

ふ4 34 16 3U 64 

Hd長f者 2~; 291 29 
方ミ→凸~- (，且-:干守司すM紅白s') .， つ ぜμ》 3 

19.1υ 
三主のイ出の者 ム 64 ム"'

りW ，民

'12 32 (i6 つド 日日

j'宇者 17 4 4 21 

仕J誉学校卒業者 1 7 8 
19<11 
弐の仙の千千 q β4 Lλ1-~) 

三会ゐ E; 19 1の2 S4 73 

仙寺 干年lえの民伯、 11'，身ズ)}~，:l :主部省 I.I}I"J学f~}~~;:!.n詞古田容に仰る 1933年;見;土珂:学部附哉資料、 1~133年位以々、~.:l 

l fJ1TZ ιF告書丸、ぺ:;l♂ l芯;町釘巧係書記三、同「三 品調谷?町長書記」、川広，-"士二l 芯

;:'1 J" 1;iJ V( '"執H によ!)ゲi成 I~">士 β、議 募民主制古;--~.:，]ì1包 λ 〕者ーにつ l 占ご、](jは伝 l以主主:士、転科行

l タ~， 193;;l1浸はl伝兆、医科 枚左合格者拝1名、 19:i7町度:j松 ι合格肴弓呂、 19日イ?度はけ千二 1名 目均

年J見;立学 l'j箱、車、fi2料、 1940、lS41平J史(;;半十 i名作 1933l:こ民法 J，r~~;I:;、願者および入子守 h ーはこ三;?手段

Jヂ業汗 むをfrむ 1~l:~í'、 41 年 l立ヴJ 苓集志恒汗には芋世Rえな手主将2色、 I"J人宇手?に宇宙た不業g，名を含む}
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少なかったが、オテf干の入 '--:r~:主主立において/\きな位置争占めていた c 辺学古];が(たる入学どー

として却9''I'した古今年学校卒業者(土 1931苧茂33iうと lij午度殺であり、定員801ノdこ対して'11%

しか内めていないりその後は t;-~;~J等学校からの人学;士、l践者数H体刀、数以し、人学者数も減少

泌(1)をたとったっ入学占総数は定員8日夕iにj乏しておらず、入字B(at1:呆l土問題イヒLてい

1933' ，. 4月間uの教j:)!:会で:土、治 次、第二次人学許可:者を合わせて:J9名と誌だ少なく
会; 次志l犯者I:tl-:-!:-:-& ._，:，;: t't校出身考乙ず1を小介l'dとし
要;古あったことが幸fi-~ されて v 、るむに

について、総長から拘;さするように

1931-4:'年度ヌ]!学前 ]S入学誌を立を出身ァよ等の従詰íJ~x育 j):J に不 Lr::ものが表出である U

表8 193トロイf.fJ1J理学部入学者絞

，'1'1身ノノイ I主 1(131 .:.S<-;2 1 F::'!3 -'-9:-:"1 1 1(135 ~93fì 1 19 :-1~ Hr~S 1 1939 E-~C， 1 19.1-'- : 1巳二ょ1HJ1:2.lC:

百円 |討u ~U I 出 8U 1 W) 制 1 3U 別|印 刷|以 BU 1ω  

示斗Gと'ざ lβ| 日 12 I 口 2~~ ?B ~~9 1 :: I 口|刊

日Jヴヲ段平莱#

乙三:祥院高等科，守て有

高芋l川]見デリ校卒芸右

女;-1';:;等IY::J事γ九出q全長者

: :'::-:1:>，';:1'1♀校

:c ム3 1 ~8 17 1 1~ 11 1 17 18 

.， 

2 

(計二ζ育 '1← J仕、 4 〉

与J圭笠主i
同業，'~?5P~コ;>e(
T 
校 i記U_:o::I'j羊校
や i
ぎ|十字専門引に

mボ;:H門学校

そのせJ広門学イ士

更汗 て宇問叩卒業背

I'~i 町 tt L"'! 父北吋

午ム

市Z fTト

言L 本v

救H免司状所寸首

軟件に上る者

十フ Q J 

ワ フ

2 ~:-f 6 

2 。 フ

3 

コ

10 

「
t、 ぬ

9 

フ
υ 

ト

ノ

ν.:.2 コ

己 56 ;:，6 1 tl 羽|日:JG 1 'l8 GI 1 1)乙印 7'-1 6:~ 1 引

陥 Jι~ • 1日9;)山よノ刊I主むJはよ l北自毎彦~ヨ;;:1:，1寸ヲ阿大f宇偽"昭円刊仰lフ六てザイ刊，ム川リυ出2ノ1--¥i ;月づ1日5凶!、 1:~ 

i年iζ:七l月I1川u口):に二 仁i':{作乍戎Lだ て4合~'も寸j片三 l川 liι乙E1は士イ化二学科拍5歩欠人"台?科?丹?丹:-1:(.をデ台￥む l日;三つ'11立ιiζ二吃(はえJm←-剖f叫叶;-1:京Z官r科;.rにこ主」μ4〈るJ 
日j'l--37 引ν~-"J;'L .l 9，:;?-;~度よ '.1じ，"，埠w 苓l 八主会新 ~j:t~ 倍以 J 当 i)9.i-;{:' <1-)-1:";-1 C! 、第~'I:j当 i)9，=t片<1-)-j hC!、
準。写，1リ日;(;:L;o.-; )-J 21， r，にわ刊号"リ十'7:L;o--; )-J 27 r，人前:2:2 号"リ:-!~LL;ô- -; )-J 1:> r，入信:2.'-)U~- (1リ:I;:C;:-;)-JIり日入

第2¥i:>-'1(19i2ιι 月1'，C:'、第277-'1 1)引:ι~(j月 27C:' より作点Lプ二ι
19J8、日 :l-';=f!2'ま ρ1147;特有企:~訂l u;: lll 諸河台同係井智!1 叫斗方、予料 品等生校阜、目。恥ヂi
年土エ ~i 己σ)~'"I'f ノ、内者以外りw サ叫立は小 :tSなと，'/l-::';~却よ L 七

。表7.1宕8Cつヘ苧者数 U9司円、四、 i似のr:-8[: /;，-ι:-~!，;:るが、表忌[お 11 る「いな♀合同大時五，li:1 か人ずn-':-I1:す

冗J、1判段、と-;'!.お Iる『己主存n杭奔す主v 元昔年5月1-';:Jげる主司;fi' ~年同J':;;: 民有叱主存 l，_!1件の P 山、人 F伎の Jで

サけ誌やじ7 ものとぷえられ。。
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表?と表8から、第二次募集における入学者が従前にどのような教育を受けてきたのか

が判明する。

F市学部は理学部規梓第9条のもと、 1930年12月3日の明学部教授会で入学資格を認定し

た農業・農林、工業、鉱山、薬学専門学校、*科・専川郎、臨時教員養成所、東京物理学

校等から幅広く数多くの入学者を得た。特に、官・公・私立専 I'~学校卒業者からの入学者

は千千年度において大きなI>I置を占めている。

1931年10月21日の教授会で入学資終認定を受けた大阪薬学専門学校からは、 1932年度化

学科へ1名が入学L、1934、35、36、42年度にも入学者をみた。 1931年12月18はの教授会

で入学資格訟定を受けた満州教育専門学校からは、 1935年度3才， (数苧科、地質学鉱物学

科、動物学科)の入学をみたり F~ヒ海道帝岡大手:新胤」 第1438 (1935年4月16日)は「j主々

満州から受験に米た満州教育専門学校内の三氏が共にパスして喜びを胸に秘め帰満''11月'1'

句に山学するといふ」とその様fを伝えた。臨時教員養成所からは、 1933:(1度8名の志望

者があり、その内 51'，は資格検定試験を交験していることから、理科出身者以外の者も志

望していた模様である81) 1930年12月3日の珂学部教授会で入学資格を認定した水民講習

所からは、 1933'1二度 I名の;よ、望省があった。

以上のように子科修f者や高等学校卒業者以外の学歴をもっ入学者の中に、女性が含ま

れていた 1930年12)j16日の教授会で埋学部規科第9条第 1号に入宇資格認定を受けた日

木久子大学校高等学部理科宇業者からも、久性の入学者が誕生した、表9に19:1O年入学の

育付フジ以降1912'1皮までの女性の入学者と山身校等を不すc

1933年3月末日、理学部学牛の女性約 1号である吉村ブジが卒業した幻 liiJ年4月には、

1932年l支日木女子大学校高等学部開科半業者5名のうち 2名が受験し、第 次募集j立政試

験に合惜し、化学科と動物学科へ進んだ、め o 1935'1二度には束尽久子大学数学専攻部から l

名が数学科へ入学した灯。 1935'1度以降、ほlま緋統的に女性の入学が見られるようになる

1936、37、38年度入学者約jも、日本女子大学校もしくは東京女子大学数学専攻部羊業者

であったわ日本久子大学校からは数学科 l名、物開学科 3名の入学者を、東京久子大学か

らは円び数学科へ 1;名の入学在を得た。当時、は本交下大学校には物理学、化学、植物学

動物学、生理学、微I甫半、数学等の学科目を備えた家政学部第二類 (1931年印li範家政学部

より改組)があり、現科に関する教育を充実させていた匂家政学部第 類卒業者は珂学

部規程第 9条第2号該当入学資格者として、高等学校高等科理科木業程度の資格検定試験

を受けた後、第二次募集選抜試験を受けて、合格をつかんでいるυ

一方、東京女子大学は1927年数学専攻部を設置し、数学専門をもっ唯一の女子専門学校

であった 1937年当時、数字:中等教員無試験検定許ロjが認められていた私立専門学校は男

下校である束瓦物理学校のみであったが、東点火了大学数学専攻部は1937年12月に中等教

員無試験検定許可が認められている山 c

その後、日本女子大学校からは1941年度に 1名が、東京女子大学数学専攻部からは1940、

41年度に各1名がいずれも数学科へ入学したれ 1940年度に入学した桂田芳伎は1938年東京
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女了大学数学専攻部へ;主んだが、{十学'i→に産、:r~:叶;規l*.~ ¥1条第 2~J~君主の戸 fj 範学校中、~t校

官等久平校教貝検定J点えに千T格したのと、 1910午f主主g宇部約二次主主u主に応義;し、 fT格したミ
そのとめ、 1940~三:， Jjに東京女子大学を 2年修了で退学 1__-C ¥.r 、る~，~， 

表9 :9~~O--!; 2. ff!.支理 y 部女性人'T者覧

:-; ~) 入学年 月 1子二 宇ト 出身校等

ム Enc 4 不自物学科 klJl L正{r'勺'j~~宇副総学校

ヲ 動物A平外 日ヰ、女子λ7'1土高等J、了部Jf!i
1933 4 

tj 化学群 日本/;(了大学校高等宇部程手i

4 1935 1 ミ泣パ、 東 l~-;.?;.，-、千

、 !防ェキ:ト 日ヰ女子}~'Ì
1936 4 。 物浬持五1 114¥女宇 λ学校家政苧!i，第類

デ寸

数学科 11不女了 JJ子校師嗣;事、政j子コド
1337 4 

品 主主学科 7王尽ムチ大::;主役学専」支部

ρ J 19;)8 4 物年半玉1 日本女宇太子下校家政苧探第=m
19~:U 4 委主宇 数子牧民免訴状所有

11 モ{~子手 f 京尽1;..，て子大学モi学専攻;}[)

12 数学科 日本友子大学校家政学部第=):11
1:3 19L; I 4 イじ 大阪府女子守「ツfぺ吃

14 地質学拡物学科 奈良久了高等師範学校塁塁手|

10 情物

[() 委主科 束 ~Jt女子高レ範λ 士

1942 地質学鉱物学科 点瓜久了高等師範学校
10 

16 力Il質¥;;:鉱物j河1 拡物救i1 'A!.:/f:1たれ什1-;

耐1寺 町二海前 i~;;'-L[大子 丘、'r';jt;'iJf.~ケ I':~:1日大学午席、 I-t:i'惇jn:'，t::b.[大半料問 l 北大河学部i 年'11、r}，:"ヂ

部 II'J::2 会話旬、『る rぽ」首号(リ11 年 2 け ~_::il→) Ji. (}出1号(U~-) J. !d三 3 月 ωu 、 r-::In;-'::k }'太字 I;Jj}子、可Ib
詰4巻諮 '-ij ; I!iお(:'.G月抗日;、令十ムi ノ手Iテ係.，iO. 調査 、 ~1 中主力~) c)隠さ取リ調立、円本女

(-"::'学成期主_1.，~~ ff. (1-)羽キ 1 日凡 Jぇ f 大学校県婦三~ ~本札，~-"I目守主 等j( 抑るじ出身t"'等不明 :1~t聞こ L た

19，1]'1皮史学科 2主主の位;こ、植物学科訂正1930ゴ以来リl、化学科では19'13'1以来、 Jili

!~J>f: 6u:物宇科では初めて女性の入子炉者 1，( 得ん J 1日42年I笠は本11女子 :';::j守iJl甘申立〉十主かレ， 4 )J 

に数子利 l 名、 10打に W~lt[<r: 0J1: 4-ザJ科 11'1が入了したc
なお、 1引制牛侵入学二者 1名、 1941年度入学長 L数学科、化学科、池't[学鉱物学科) :J 

i止、前内定lこ崖d戸部思議;1と L-，-"斗給していた加，その人i、10，11介f変化科入d戸者は1910

年臼)jよ:)l;j:IT、1l)Jより化予研究計!ifJJC川属託を務めているツ7、19ω年度入学のキ18芳枝

も、東五l物斑q:干支で聴講生と Lて過ごした{麦、 1臼:l:i1f二数学科教授;I!JU尚次のもとでffitJ手を

ι'1-::: 
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務めていた。また、 1912'110月入学者 l名は、地質学鉱物学科集合'守真「昭和 l七11四月

入学生fhに写っていることから、学部学生としての入学以前に|百l学科に何らかの形で通っ

ていたものと考えられる

3.予科J!j!類設置と「北海道"託国大字問学部規程」第9条の改正

3 -1.予科珂類の設肯

予科をもたない理学部は、理学部規程第8条該当者である予科修了省、高等学校および

学宵院卒業者より入学者を約一次募集で充分に確保することができず、第二次募集を1930

年度関学初年から毎年実施していた〈第次、第 次による入学者を合わせても定員に達

しない状況が続き、理学部は入学者確保の問題lこ悩み続けていた的I() 1935年3月19日刊「束

力士U 日新聞1は「北大理学部に予科の必安 文部省に創設の安求」との見山しのもと、次

のように報じた。

北大理学部は昭和h年創立され当時高等学校卒業生が帝大入学へは非常に困難だ、っ

たので丈部省の意向により他学部と異なり理学部下干lを新設せず、広く高等学校卒業

11より入学者を募ってゐた、ところが近年中央諸大学に理学部が新設されたところ多

く、そのため高校本業者の北大隈学部よ;明者が年々減少し、このほどの第一次募集に

は定員百廿名のところ志願者数は約一分の にしか及ばず殊に動物及び地質学科など

数γlしかないといふ状態なので理学部教授のみでなく他学部の教授聞にまで理学部予

科の設立を要望する戸が高まり北大当局でも文部省にその創設要求案を同すことにな

ってゐる

「近年中央諸大学に埋学部が新設されたところ多く、そのため高校卒業者の北大浬学部

よ、明者が年々減少」と記事にもあるように、 JFj!'宇都新設の-{Jllに大阪帝国大学班学部が??

まれ、高等学校卒業者の進学先として多分に影響を及ぼしていたと考えられる仙 O さらに、

T東京円円新聞』は続けて、理学部教授中谷字書郎の談話を載せたc 中谷は「治二次募集

にはかなり志願者も米ますが場所などの点で高校内の優秀者は巾央にとられます、こ、に

理学部の予科が出う仕れば何よりだと考へます」と述べている。予手l理類設置の期待ととも

に、高等学校山身者による入学者確保の希望が依然強かったことがうかがわれる c

1940年、北海道帝同大学は rUiHD十六年度概算要求書」の「既設ノ授業及研究施設拡充

ニ悶スル経費」事項において「理学部予科設置」をもりこんだ。「理学部子科設置」は重

要事項に位出づけられていた。要求額は経常費86.4381'1、臨時費目0，5001'1、計146，9381'1 

であった川。予科設置の理山は次のとおりであった。

木学班学部ハ創設ニ際シ全国各高等学校ノ木業生ヲ収容スルノけ的ヲ灯、テ予科ヲ設
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恒七苛 11シpコロ本学/地理;'1'0関係ハ当初/予悠二一反シffiント布 γ校主主主生/入学

者寸ク-s科卒業生/入苧口的交史ー二ヨル入学者改訂二次募集一二ヨル傍系諮学佼ヨワ/

入学者ヲ収百字!:r:'!lノ ~X:~] 二シラ;民/人手:志IJJ..ti者数ハ募集'!-Ìー:民二満タr;JLコト年々ナリ

車JJ クテハ辺学部設置 /i自義守~~l: 重大ナ J:.，，;ifk育/欠陥ヲゴ百ヰミスルウJ!&二一本土度以革本

学予科主ヲ /\i í6 J情家シ以テ;hJ学部-~人者ヲ賛成セシメ L トスルーニヨ 1) 之ーニ :i!:. ス n/

左記経費ヲ告さ求ス

〉羽主 l 将司
J月凡ノ、 c，帝出入学は， Jljl学リh支出/胃義ヲ尖ヒ軍人-J-)し教育/欠陥ヲイH来スルj

の危機感争小し、 f科埋在!設置の区、安i生ヰ訴えたハ概算安水資料には、 1936，--/10午f圭子科

農、茨、工釘1修了者の中、部および転手P数杏 I内最近五ぅ年子科修了ミ寄進路[i!TIJ、1936--40

年度良、医、工、開j~? 首::，入"!とう荷の 1;{jíj~持司宅街 l 段近有ヶ年学ti名入学者+Z~fぷUJ 、 1936..40

{I皮子判長、阪、上対人7'志凶IT1'iおよび人、メ名次調査 最近五ヶ"IHI一人宇志阪名及人7'

音数詞Jんすの#，:51資料が載っている。それらを予科と理学部(乃iFJ戸、中心にまとめたのが衣

10である

表10 1936 子利人手・修了TI主3，;:.びT草学出人1子者詞

よ，ニ 度 1936 1937 1938 19:39 1940 

入学定炭 3:20 320 320 320 320 

kj志官者数 4町 11治 :3， ~:4h 3ヲ日りお ;)，68の ワ早 3G~!
-y 手|

人学者数 3GS 29，:;. 示)己 307 346 

f争(者数 280 4日月iハU 265 297 281 

人，'--:-.'̂~-よ炭 80 白日 品。 品の 円。
廿，11-モ ヱロ 。 14 

;対 書↓ 。 。 。 。
ノマ、 チ利修了('

組 7 日 ;0 i 11 
玉県':_7':じ'，:Ii

とミ会 、戸、ノ 24 28 

者
日λ1ヤパ 長者 21 :6 8 6 3 

子科修 f在お主ぴ!己J等学校、「業主J)， y~C:;; [G 2Cl υ 2り 12 29 

入苧者♂) 49 47 抗告 {~2 60 

備守 口l叩 Iノ、年史慨主主求昔 ;ょ:、九止したど「北海皇帝lモ:lI:.学軒開J をγ:九拠こ J た表日!よゐf'r泊三

子、なる棋f;-があるが、そのまま舟載レた

予科については、勾年膨大なし、原お2設があり、高等学校!:[0:様lこ入学難であったこ!:_:(土
8J]liIiである ε 特に1D39<j 皮:土入J子志Wi:l者数~-).680人に長lし人d、-'-;-者数は3り7入、約18.五倍の人

学半であちた 予科修了者から坪令部への進入者:土法須および工績から/斗苧12z名から数十

名あふが、也事iからは 5 て皆無であった， r~.'子:i}ij)，、学者のうち子平l修了者は均二 l喜~tf手
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11~28人、高等学校卒業者は 1936 cí' 1 度21 人から {I 々減少し 1910i j 度は 3 人になり、予科お

よび官等学校以外の学歴所有者は 16~32人を占めたc 理学部入学者総数は 5 午連続で定員

に達していない。

1940年11月26はfJr北海タイムス」は「北大の予鉾難航今総長企画院と折衝」との見

山しのもと、触媒刷究所及び寒地農業州究所の新設等をもりこんだ「北j、l六度予算は決
定に意外の遅延を見せいまだ予測を許さぬ状態にある」と報じ、下算案の難航理由は「主

として資材関係による」と解説した、大手:慣1)の対l必については、折衝のため事務d呂会計課

長が上尽中であり、総長ノパ首も急電に接して24は次行列車で上京Lたと報じた。 12月初は

付 T北海タイムス』は「触媒研究所費不認 北大明年度予算も大削減」との見出しのもと、

「明年j支予算は大蔵省と企阿院問の資材難により数次にわたる削減の鉄槌を受ltJ、月虫煤

研究所(予算170万円)や理類子科(予算15万円)等の数項が辛うじて通過したと 9日朝

会計課長から大学当局への入電をもとに報じたl位。 1911ij 五月26日、北大会第二OJL号

を以て、会計謀長は下科長宛「昭和十六年度施行予算(第一回)令達ノftJとして、「理

茸í'jて徒増募ニ要スル経費トシテ本年度予定~経常費7.500円、臨時設備費10 ， ωo円ヲ I固有I

セラレタリ J '前項ノ絞常費ハd円'制公布後増額七ラル、モノトス」とのJill牒を発した川。

このように、 1935年子科理類の設置22求以来"川、1910年翌午度以降下科理類80i'，の増蒜;

の伏定を経て、 1941年下科埋類第一期1[801，が入学した1何 c

3 -2. '北海道市国大学出学部規程」第9条の再改正

1913年8月31日の臨時評議会は、 良、工、理学部規符改正に関して各学部長より売業理

由の説明があり、これら改iEに伴う、「北海道帝同大学通則」第5条の改iEも併せて異議

なく承認した則。翌月 1U 、北大第 00  サを以て、北海道帝国大学は総長名で文部

大十以宛に，~じ海道川m回大学通日1) 中改止ノ件」訟可申請をした川 c 通日11 中改止'主には、第

5条中 rr但シ理学部ニ於テハ阿学部規科ノ定ムル所ニ依}VJヲ削除」とある。同)116日、

札大第三一足を以て、文部省は文部大臣名で総長先に「北海道帝国大学通目IJ'['改正ノ件」

を許可したllA' 許可指令案の備考は、「 、従来理学部ハ高等学校高等科卒業省ヲ入学セ

ンメ肘タル処昭和|六年度ニ於テ予科設置セラレ本年|月ヨリ有修了生ガ苧部ニ進学スル

ヲ以テ通則第五条中京記事項ヲ削除セントス 『但シ軒学部ニ於テハ同学部規計ノ定ム所ニ

依ル」、二、施行期日 十月一日ヨリ施fJJ と記入されていた。このように、 UJ43年子科

理頒第 期生の理学部進人にむけて「北海道;1'(/国大学通則」が改止され、通則第五条から

「但シ理学部ニ於テハ同学部規科ノ定ムルトコロニ依jレ」の但し書きが削除された。

同年9月1日、北大第九O三日を以て、北海道帝国大学は総長名で文部大臣従に「北海

道帝国大学理学部規程中改止ノ件」認可申請を10月 1U施行にむけて行った山改正案

には、わ8条、の9粂の改正案が次のとおり記載されている lli.，ハ

第八条 本学子科ヨリ進入スル者ハ木学通則第11条ニ依リ学部長刻字:手'J-，，l;、ヲ願書ヲ捉
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山シ認可ヲ受クルヘシc

第九条 前条ノ入学志望者ヲ収容シの欠員アルトキハ左ノ順位ニ依リ鐙衡ノ上入学ヲ

許ロjスルコトアルヘシ

¥高等学校高等科理科及学習院高等不|理科不業省

二、 I~J等学校高等科文科及学宵院I~J等科文科卒業者

三、高等師範学校及女子高等師範学校本科理科卒業者

呂'公立ノ珂科ニ閃スル専門学校及之ト同等PJ、卜ト認定シタル学校ノ卒業者又ハ

師範学校、中学校、高等支学校及実業学校ノ理幸|ニ関スル教員免許状所イ守者ニ

ンテ本学部ニ於ケル高等学校高等科理科卒業程度ニ依ル資格検定試験二台格シ

タル者

改lE理由は第8条について「従来高等学校高等科、学宵院高等科卒業者及本学予科修了

者ヲ入学セシメ居リン処来ル十)Jヨリ本学下科修了1[ガ進入スル事トナリタル;為必然的要

求ニヨリ改巨セントスルモノナリ」とあり、第9条については「過去ノ経験ニ鑑ミ傍系ヨ

リノ入学;L、願省ニ対シ其ノ入学受験資格ヲ明不センガ為改正セントスルモノナリ」とある。

日月 17円、十L大専竺凹号をj;)，て、立;部省は':fヒ海道;Ii'i国大学理学部規程中改正ノflJを
詐口lした111""，許口J指令案の備考「改正要円」には、入学資格に関する事墳の改iEについ

て「傍系入学品、願者ニ対シ其ノ入学受駁資格ヲ明示ス」とあるよよ~"，、 9月20日、北大達第

一五号を以て、，~じ海道;Iïi回大学理学部規程」第 8 条および告書 9 条は改止本通りに改止され、

10月1日より }J包11'された"九JO

このように、子科現実ITの設置をうけて1943年改ifされた理学部規梓では、第8条は予科

修了省の進入を、第9条は予科修了省以外の入学を規定した。さらに、第9条は入学順位

を採刑した。 IR第9条第 l号および第2号該えの入学資格者は、予科理頒設置と規程改止

によって、下科修了者数の増加と下科修了者の優先的な入学、高等学校および学習院半業

者の第9条への移1Jと入手:順位の導入により、冷過を受けることとなった。 1943年、旧第

9条第 l号および第 2号該当の入学資格右の入学枠は狭く厳しいものとなったと考えられ

る。

3 -3. '第二次募集」入学者数の推移 194:)-45年度

予科理頒第 期生67名は戦時措置により 1913ij.9月初日に繰上げ修了した11¥1 1913~15 

年度浬学部入学者の学科別は衣11のとおりである。

定員は1942年!量;に化学科 3 名がJ\'í加し、数+1'1-11名、物珂~科18名、化学科20名、地質

学鉱物学科14名、植物学科10名、動物学科10名の合計83名となった山。その後「時局/

-~詰」に応じて漸次増加し、 1915午度定員は数学科151〆l 、物理学科25名、化学科25;(，、地

質学鉱物学科20名、植物学科10名、動物学科10名の合計105名であった116'
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表11 194:1"お年史理学部入学者数

年時主 凸身/苧4γ 数学科 i物」口千ietl {七手11 地F甘i予知質己主、Ef L 技物学4動物守王(

子科修TiS よ ワ 24 1 l I 日9

高等ザ:平交午宇佐首 2 フ
19-'13 
その他 4 つ】 l つ 日

~t 2 
ワ吋 斗f :; 2 也、 70 

fノ引修了;'i' 7 今、 2品 つ 。
bJ 

I可等:手:ぅ;卒業苫 4 " 
寸古 2 ワ 19 

194，1 
そク〉イ也 一i寸 4 ~5 6 く} n 

l8 33 :l'i より 10 10 :;?，5 

チ利修Tt; :) 京} ::14 斗 ワ 86 

l均三字、:r:校?業者 12 日 4 6 Jb 
194日
その他 1ρ 3 “ ヲ 9 

計 2:1 ;ャヲ 反t +自 q 円i l:n 

帥亨 :+事一日伊殺 l詞査)j よりf-瓦Lた

表11によれば、通則およびHIl'子部長程改正のもと、 了寸人1主主1寄与一見JI寸67名古 4 ら1943年度

斑学部へ進人したのは59~主であったハ予科現織の設訟により、予十\から;必定 L た;正人者数

を程ず::6:I~iよ待ているハ 1913-， 1ci千rr::tiよHl修 f者の迭人者が>9，"-86~(t と， .る手方で、理学
部規千Ij'第百余該当者の高等q校学業者やその他のI中!身者百らの入、Jも見ることがずきる

l引4:1およ rF194:=;:L浸はその他の{l¥身おは 9名であったが、 1944ij二援は41名;こ迭し、入学Jf

文のがJ33%を占めたの

表12 :9，1:3--!iSff!.支理 y部女性人'T者覧

:-; ~) 入学年 yヲ 学科 出 23 

Iジ lS'U 10 ミ泣パ、 U 平~k- 、千

20 1944 10 池牧lλ，手:ト 東京女子薬'字予"日"j士

21 数字恥 *J)l-tと宇λ学数字門攻!i，
フ2 lSi:S 数学科 ヰ正)j-Z女了 I""J寺山下組J
っM て3 動物学科 奈良ムチ同等師範学校

怖さ τfニf寄道帝1五l吠:学 :21 、 IT'::[:-jて在宮部!:-，伝!と、「型字引|πL';'f~誌「、戸るつぼ q 第 F 丹、 τ 点J子、!<+フて字 lií

窓会H報車 4さあ り、ド ムご-';::事関係絞(ポ合l 、u戸手イl部絞担割UI イまJ、主事とかコ

円10九取り調査、 E不k子大半rtl!.南京記念ffおふびj:h~cヮホ主子大半1):1乏未日 ι山富況の湖1;;力(悦;S~な内、

r¥o. :立主9より通し岳';，;-Y ; ャ

ι1日
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1913~15jl'.1交に理学部規程第 9 条該当者として入学した者の中には、女性も含まれてい

た。表12で一覧にしたように、 1913~刊午度すべてに女性の入学者がいた 1m その数は

5名であった 1943年度以前と同様、日本女子大学校、東京女子大学、東京女子高等師範

学校、奈良友了高等師範学校の卒業省が位認できる。

U 本女 fk学校からは1930~15{1 皮にかけて計 8 名の型学部入学者を得たc その数は、

理学部女性入学者総数の約35%を占めている c 1943年度理学部に入学した日本女子大学校

同身者は、在学年限6カ月知怖の戦時措世により日本k子大学校を1943年9月繰卜げ本業

したことから1943年秋の理学部第二次募集を受験L、理学部開設準備を任きれていた理学

部教授j也出芳郎(て学部教授より配置換)を父親にもち、幼少の頃より理苧部に親しみを

感じていたこと、母校の諸先輩が開学部へ進学していたこともあり、珂学部へ入学してい

るよよ8'

U 本女 fk学校家政学部第二頒は、 1936~11{1 度型学部第二次募集の受験において高等

学校高予科埋科半業科度の資格検定試験を謀せられていたが、 1943年度では改正された理

学部規釈のもと、資+再検定試験が免除され、第 次募集選抜試験のみであった川。これ

より、理学部は、 1936~41年度理学部第二次募集において実績のある U 本支了大学校米政

学部第二類を官公立の理科に闘する専門学校と|百l等以上と訟定したと考えられる。

むすび

1930年4月開設をみた北海道1、({同大学理学部は、子科に理学部進入希望者対象とした類

(~I市類)を抗っていなかった)現学部は+科修了者および高等学校・学習院高等科半業者

を収符し、 mz平予後欠員が生じた場合に限り、高等踊範学校、久下高等師範学校および同等
以上の専門学校卒業者等に入学資格を認めた。その入学資格の規定は c~tiÍlt道 ;1'1)' 回大学王虫

学部規科」第日条であったU 予科修了者および高守苧校左手業者と阿等以上の入学者を確保

するため、入学資格者の枠を拡大して「北海道帝国大学規学部規程」第 9条が規定されて

いた c北海道帝国大学理学部規程」第 9条中に女性の入学を認める規定が採用され、久

性の学部学生が誕生する法的整備が撃った。

C~ヒ海道帝同大手:軒学部規ザ」第日条には、第 に「東北帝同大学珂学部規科」第 1条

という先例があったこと、第二に北海道帝国大学理学部官Ij立委員長は東北帝国大学理学部

長の農民利行であったこと、第一に予科に理頒をもたなかったことがその背宗にあると考

えらオ〆る c

開学部は若く優秀な研究者を多数集めて開~したが、入学者数は例年定見を下凶り、「北

海道帝国大学理学部規程」第 9 条に基づいた第二次募集を1930~4õij二度にかけて毎年実施

し、入学者の呈|刊獲得に許心した。理学部規程的9条は理学部にとっては入学者獲得の「生

命線」となっていた〈開学部第 次募集の実施は、予科修了者および高等学校羊業者以外

の同身者からの入学の量的拡大につながり、その1fTで久勺院の入学者が誕生していた。第一
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次募集によって入学した女性の数はお名、干行回大学理学部の中で最も数多くの女性の入学

者を得た束;I!:'，'jj国大学理学部lこ、ほぼ匹敵するものであった。

F市学部へ入学した女性たちは、帝同大手:への進学を志L、出身校の先輩・教員・阿級!E・

親類等を介して北海1且帝国大学理学部が友件の学部学生を認めていると知1f)、理学部第二

次募集を受験したc

1930~45年度にかけて理学部へ入学した231，の女性のうち 211，が半業した。卒業者の中

からは、教職者や研究者の道へ進んだ者が少なくなかった。高等久学校(後に新制l高等学

校)教員を務めた省は 5名、大学、研究所等で研究に従事した省はlS名にも返したl札 o

1916午2月15円、井村フジが北海道;i(f国大学で理学博寸?の学位(I円制)を取得した。そ

の後、 5名の女性たちが古村に続き、 1946年 8月21日 (1939年)量;物軒学科半業者)に北海

道帝国大学で、 1950年 7月25日 (1942年度数学科宇業者)、 1959年10月26日 (1947年度植

物学科卒業者)、 1961'1.3月31は (1918'1度動物学科卒業者)、|百J'I12月1U (1915'1度地

質学鉱物学科左手業者)に北海道大学で埋学博士の学{止を取得している。これら理学て博士 6

名のうち 5名の女性たちが北海道大学珂学部で教鞭を執った〉

〔注〕

1) 治革史では r東」じ太平立十年史E 上 (1960年、引)~96白人その他にもド同議 r女同|列伝J (明

治害|淀、 1937if)、山下愛了編 H泣代日本ι性史 制学J (鹿島内版会、 1983午)、渇川次式 J泣代
円本の女性と大学教1"1'- (不一山版、 2(川3年)等数多くの主献がi白13年収.It帝凶j、学期科ん学入学

者 31;についてiilえしている〕

2) !l(北帝国大学主性入学者の確定は、以北大学史料館iE両民にi半う調子早で明らかになった(水阿英

明 I{)::幽畏「東北，'(i凶大学と女示学生』畏からJr東北大学史料館だよし第3号、 2閃ZIj二、イ良).，

3) 以北大学史料館の調官に拠るハ

4) 入学者数は、土に r九州帝国λ学-FEE、r;{:部省年報」、司九州太学七十計年史」別巻 (1992年)

に拠ったが、 1925-31/f度法士了部の入守者数13名は印Ji司 近代日本の主性と大d了教育，(209B) 

からのE引A なお、本編ごは複数の帝国大学ー賞、 rj正i'i l;有年幸~-に拠る場合は発行年、り数等を

省略するわ

3) 大阪帝同大苧 世E 、H文部省年報』、 大阪大学二十.Tr.年誌J (1956年)31 ~32頁、 i 大阪大学究

十年史J jill史 U98S年)148貝}

61 名Ili区大子'五|年史，J曲史 (1995年)G9lR。

7) !l(京帝国大学については守的昌男 『プロムナード!l(京大学史J (!l(京大学出版会、 1992年)を参

W~ されたい0

8) 文部省年唱との該当頃円では、久性は「丈」印で、外数、別記が採用されている。例えば丈性

2 ?，は、「女 」と外数表記きれるのなお、北海道大学のわ革七である r，1ヒ大百年史』通説 (1982年)、

吋ヒ大百 |五年史，!島見調印003{ド)は、 k性の入ザ者数を H丈部省汗 Yg.lに拠っているが、 if

確ではないυ

9) 同橋次荘'In嗣J大学における女千入学に関するー叫究 入学資格の分析を中心として J(T凶

士館大学文学部人士苧会紀要 20号、 1988年)、前掲 リJ.lど共学市!の史的研究E 、前掲 Hl江代日本の

女引と大学教育E

101 前掲 吋ヒ大百年史，!虚説 i302R) を参照した。
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lJ)北海道帝同大学士北町逝日11 第二設当、門ゎノ二』市I1汁/同，/公文書問所殺人

1~) じ海道子ihIJ 人学 究 院j什-:11年 (19旧年1iI月10R) ~:iirft" 合併'， 1ヒ大 1;1 年ゴミd: iô~S~ (2:~~; 烹)

が腎l'オlわ
」 μ 、 V'~ じ

1:.l) ;htg W，Jこ海i主7古田大学 覧 ;沼手口-e字ユ 1:iS---.1 :-l~}頁け

];1) 下車 1>'市民太平 ~ '9~5/r- 10)J ~円:1) 112，-:'3良

1目 前十月 lぇ;じ帝111大r子 民~ ~:; ~~_JI 103---104司c

]行) j;、ぺ j副総(なるが、"こ海辺国J、学f中学;;.1;規程 l 第 9~長と 京J己帝国ノ、学C:;1c芝市規程 j砦 i 条

の各項を!!討らし ιわセると、:チ:句の付↑い1や差史、ょ次のこおりである 各々日取では「埋れ」と「理

学 i 長つ」と l議ブ)レ」、 1竺」と r-;~l~ ~ J、第 2J見寸は 認メタ jレゴノ」と さ忠メタ jレ行」、 ffr

f持ンタルJil と 台キヰザゲJ>'1~-;.--!;~'キ一応|斗ン j でめるハ掛合、兵吉*からみると、 f毛皮 IC;)すげる t'.-í:.; 心

当'lfヘJ弁当[止而:tQ.l!l'のれ答自体じkきなi主いを引き起こし♂いないハ

171 J円 f 高等》校への妥可U，~巧する問えの有 <:\r: r::;，タい- ~えな Jぺいるのは、 Ji'海地 11I孔大:二;二円:二i二部規

，f~:~ _: ~I'H 0 立さは「卒業料;~ー官、1)..1、「束コ r，;i['i[itl大Jプ珂J子部別手F l 有52えをは I-'Z主業料度二於ワ j こいう

1 'íl&:!Î;f の字句の?で呉/':~ ~ jであるυ

18) 文部f色合引 や参出ぃ1，'ザ

19) 北大 11'ドセ ~':1 パ.J)史 1I日記 G!f 、 439-.440-f!)、 河子山五十'1'申 IE:S:)年、 4 -'-;) J，;:[)を ~，~T!\~

J た

l北山J童子守同大? ~j主 可 L)92がi 片151→、 133ヌ〔

L 1) r:r 1tj rr -1出J:;市i叫J、学覧平日;了i-J: l:-;;j~t;:t' 

';>'/1 口なお円二海道"↑f凶大宇 見 ~~~i> ，i; 13'::~0 

23) -.sIi抱 l北大π咋'，/:，通説(232玄}を参「官した なお、子やは1918午4月 11'1と海道帯同大予JtE
とともに附原太学予科、 1¥九J糾山::(土予斗と改称えれる

2'1 ) 前Jt;11 ~t:大臼十史;，#，説 I232:R':、 ij[二iIIJ:)時大Jプ市|司大子辛di円1I~j i 号 d927~ドJ}118 [J )1 円配

平皮人と芝生応募集.1i1i..)JTトを参照したl

2."); ア1:本町村文部省同 1"1，1;ベl日 イコ iを (l¥s-J1iek)]) ~:~心只。

三(スf":F干部?牛哀快方u、ι問スルl斗J 出:f，;:t (ょ 920キ'"月 2~)J起:菜、 μ 口利li，又・必(剤、 '1日車]同庁

芝 硲玉三雑fl絞.! ， 1ニ海~'L}、子ノベヂムι古館所尚一以 I 、 t毒主資n~.手初;lj 1-えに所以表言L'~i を有略する l

27) f"埋'f部開干のころの惣いrl1-'r..l < "ふつば九i6号、北海宣大、j-:j哩宇都化学叶同窓会、 lU印叶、:lS

ヲ8) 豆島ぷjクT1c!1 i号格と;自治 (~宅島f司IJri-)t:!! 遺稿集刊行妥民去、 1970イlj33民。
:~ ~1 ) 良学tfL志、J受111!貯は 学部教d長池iti芳郎、農学部教伝説打殺守〉止に.::r;l学部開設準かを!工さ丸、高

絞れ事工去を掌J遅していた人物cある 1 開設伎は仙台7午1i (J);:虫学部品長時利行(I)~-(理 ζ しご理子:が迅

/:Sにあたり、む(-;2代日程宇部長三なりたコな作、 2，'1 18 口 1 ，1 ヨキ事新十-~司載記事はやート会館に信

、、て総長佐藤炉協~.jH友、 Hrl~Îが語っ fゴJ の?ある 1111可は;rp学部開講のi+:，t松長ノ討会炉剖;立委員長

日島とがえ部吉と桓々折街少量;ねといること、議会解放は関口ilに支附タきたさないこと、1:; J ] : 1 

).tF;読 fíLで~6M:(1)準出をいご学生哀史も 1:'.，て Uること、経費}よoJ1J;;主主として絞の特明言主主に隠

IHされる」と写も1Eって、るハ

30) 苧'l:!j主主の開柏河期jについ Cは、化苧科教民太帯J1:[光;19~心午 5 ;ニj28:1 UJ;教妥 Lして着f-l、10.っγ

5月日巨数l交に昇任}によれば、 1929三五日耳目円円学ltl;が竣TL:，{1::物の設jJX:と16J時に学牛グ〉烹集

も 1-iばれたJ どいろ tι幸康 ìll~ r-1[-:'.手数:::::l' :'liI;.Jるつ(.;trfu 2号、 1~}'I ノ" .3 }j ?r:l打、 2~- 2. tnη 
なお、太奈lAE平学部開設日七件、の沿革 iとを数多く章式半-~ " 、る}それら!止日同日 iclヒ大11年史巴部局l己、

ιヒ海込J、半:理学部1，刀法、会弘、「るつぼ巳手に片:11.'，~れ"'，7" ， 

31) 1930チf:i月1C tl1イl ヴヰ~ 1930洋日月 :1C 、北大第三八己す r-llf{81.TI.庁大 7 人守出版者数河ニ :U;.~ ス
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ル件」および1930年日月白口、北大第|川 七号「入学志願者及入学者数等凶答之i牛」に拠るハいず

れも主filj~、専門学務局長地何答、 rEZ1~ じ 諸詞マ干再類J (北海道大学j、学主再自uiifi成)に19j-収き

t じといるレ
:J2) 丈r'i!S有専門学務局による入学試験等統計調存自立、前者を「第 次」、後者を「第一次」と表記
することが形式化している p また、 19日)イ111J J 10 11、北大第ーの一九号 l昭和一イ|度以降ノ入学L、

願者願害受付則口、入学者選抜試験施行期日其他報告ノ件」、文部省専門学務局長宛報告には「第

次募集ノ結果狛定員ニプしタサリシヲ以テ貞二第一次募集ヲづシ選抜試験ヲ施行セ 1)J と記載があ

る (ilTh午芝 品副査書類)。よって、本相では「泌 次募集」と「約一次募集」と表ロ己するこ
とにするつ

33) 理学部所成資料。

34) 同年、*北帝同大学理学部は学牛募集(第二次募集)を約 lカ片前の H官報E 第946号 (1930年

2月26H、646良)に載せているつ北海道 lじ困人学期学部の第 次募集の広白は、かなり辺いl時期
のものだったのである一

:~;)) 19:~O年 11月 111 目、北大第 つ 九り '1目和一年l支以降ノ入学志願者願古受付期目、入学者i~抜試

験施行期11其他恨;llノftJ r~I~1~タE E昔前J査書類'0
36) ，入学試験委員仔命ノ件昭相究年 秘害*'ft件J (北海道大苧大学文害館所煎)ι

37) 体格検査の止会のため学生王事を委員 6;(，O)内に含んだ(，入学試験委員任命ノ刊 J r昭和主年

秘書雑件1)0 

:J8) 北海道大学帝凶j、学新聞E 第五6号(1930年4月7日)は「定Rに満た F再募$ 1中学部人品」
との見出しのもと、 l理学部各科の応募人員は定員伐の八 Iれにはポだ 七八名不l己なので子科専

検等の傍系か内の志願者の募集を行った処八十ちの応募者があり十Tr_口に学術試験を十七日に人物

考査を党表は 十 H前後である」と、 17~18r，の欠貝があること、第次募集の人学よ;I，jgi'iは80;{，

あったことを恨じている。

39) HJ::lO年111月10円、，Itん用第七れ号「高等学佼及学習院以外傍係学校山身官ノ大学入学ニ閑スル調

電ノ件Jttヤ，古調査書類，0理学部長は事務官根本通美によ、JL、l第一次dt、取省ハ全部理科ニ
関スル専門学校又ハ理科ノ巾等教員免許状i9I-有者ノミニテ主制出ニシテ仲I願シタルモノ無之ニj.J巾

添倹」と回答した 3

，101 1930作8H22日、北大第七六四号「理J子部入守者選妓試験利口 fli告ノ1'tJI 

41) 期学部19j成資料}

'12) 前掲 『北大百イ1'-'わ 通説(2528)を参照した

4:-]) 珂学部所蔵資料 j

同有利査害類。

44) 北海道人学;IW回大学tJI阿』第57号 (1930年 5日5H) は「理論科学の殿立に選ばれた七十;(，

子科修了者も多数加はって 埋宇部入学者発表さる」との見附しのもと、「埋宇部は子科をlAけr
人学者を 般高等学校にずiめたがJ也冗である本学予科からの入学者が断扶優位を山め亡ゐる口尚、

t，の学一軒/えぴーすlの女示同師山身'1';'の入学をみた事は本学としては珍しい事である」と'Hlヒ、学
i''1特に入学許可'/T66名の氏名および出身校を掲載したサなお、同i両は「六十七名」と明記してい

るが名簿は66;{，分であ i)、植物干科 1;{，が欠格している。 ノら、 r't;'報E では1l'1'ドピ l'宇部人学

許μJ者を 4片山口付で肢に発京しごいたが、坦宇都入学許叫者についとは H官*1'{~ 第1009号(1930

年 3月14円、:5'76頁)において党哀した〉

IL3) ヰ恥者数と入学~t-rTJ 者数を比較寸ると、入干許 'J 者数で同等学校キ業者 2t，が減った埋白は寸、明

ずあるυ19羽年版第 次写生における選抜試験はれわれといない A

46) 特打ム については、」じ海進入学lift屑凶書館J七点資料室附成資料を参照した。
47) 古十l克二と同様に良之化学教平には杉野円晴貞もいた。太秦康光によれば、十長野円は1929午10月

52 



北海道市1::;，::*字r!:E宇 T山一おけるι吐しつ人宇 l山本l

再来札吾、翌守宅 JHまで「埋宇部剖 ¥'1~主務桜花J !: L'C珂苧準備を進めれ1ぃ')()村野弓もIH所の

もとで l三日宇部間諜準杭ブl'伶取扱」と 1てィ15三iJ:ていたものと考えらi:る{市およ烹 l化学救rた十

ι誌 JIるつぼ I~I'.i 2号、 2tu 0 
~lS) 了:IU、~r::学1': 15=t引1年史JJ U日制年 :-l80頁}入学ずは71名t:~主べう j し γ いるがリ月明 1 川出の在籍

者てあり、 J))入学許可者発表?をに p，動が:1:.~たものと与えられる

49) 出守山;~J~p;[資科U

にハ) t't ~円以り「川学市入学，-~、相ìI-7' ， L、作 i 土 lり '11 年~h よしか現与を確立':， ~C きていない なお、人全子

社および入午資倍等を子同な文呂、 J寧な説明ご科介Lλ ものl子 !と海 j宣市内 J、'?;~午部f町五 が

あるん，'jて~ 'J;';1~~ は 19:-jlJ、出、お年 j割以が|結局|文l 古節北方交科斗、に 1~1 蔵さわし c. る U ただ L 、 19初年

烹版は;ii章、ぷ成員等心μ己載のみで人千'1判i午、ジ)事反はない

尺1; 当時、車京物浬苧校，:)れは日itj粧が数宇部 (f:事業保限 1巨人自IIJきE部理化学部(rtr;:1年 l の橘戒で

あった (11 正剖;有年有えをお，~'I ') 

坪'了古:5f;F~主資料 また、|司 E グ)紋11会じは、化干 H入ァ百tE完およびJァ}J十む日[j~(G，~~の外 li'; コ Ji は>-~、

独、 j1、需のl斗ぺも主択を決定L允ニレ -j;~'報告されど しかし、 Y:.t:ij省専門うえ務局長ぷ i)査牒があ J
たど向、 12)J 11) 1 : (i')教は公て、治 局乙ι胤占じ対しとは各fl)も長、独、ゼイj内 1r-ij選択とするこ
と、化学判的γJ 〆九三吉田P/';'iこは 2~{';炭択とすること、 2百円芭千子、0)1な 1t-F:立会考グ〉為1:j ろこと~(， I'. ， f-~

T17に附記するようにlパ〕合わせたら

;:~:;ft:;'， 1支前官官!定所は:，九%象台、防!了!の口 ;~í--Cl同"jシ校である r 工音~~'イ1'---:制 1 参:!~

b4) ア ):-ì\:~宰王手司t 争参m~ ，~!:ニ j

0 ，':':)世了ロi~PF'j6t;tt利 η なお、''I''I ，\;' 11本何 1大'-j':C) ノ~"I';I') (1981 (:、 9/:tUに拠れば、 |本立正大下
校而等学部 修業作 ~R ;-i -f:'-) ~土 19~:'!f_，文学Ij募集を'i'止L，:::1平{(1た予校i土専門令部 IるにJ主苧:ls

第一類、 :I-'Jきち 熱、 斗正午:郎、長J礼子ご剖;、千会事業~之副)に一本化バれた I

~:G) :'::十γ1::::，"" I-ifr' ，~~J査書恋し
57) 「立し市兵、iE報巴 を参ヨ召しと}

にら"υυJ 
土
5廿升立苔者Eト

;-;:J) 理、t-t; i5i_;I:'~資川。

6¥)) 三:花調査当鋲』一
(i1) 埋'了部所蔵資料ο

0~) 評議会記録 ニ.11 (，Iti-Îti:江大学口一 ~-i 主古収集資料) ， 

63) 守L再定元凶大手芳I.lj:; JJJ;，宇都第投fI'門h ノ ;;i五1111ノ五{凶¥'/公文書f出rV;'i込}

(4) γ:f<j1学部尽をユ 11乙海巨大学 11 年 IL:~::{可、資料:なお、総長対照会丈t::::，':"ィヒノ\第 り巾日」

とあ。ヵ これは:，1乙J、号車 守4J吉J (}) ihj述いご為る また、=北海コヒ，i:il:)_'-')-¥子士i市l 珪土ヂオ1;

沼 教干さ同h } _.二て王1111ノ五によれば 当初のj司会'よは lpE利七ソ川、平長官メ御芳:片手つf致

ii1TJ分ノj}IJ1"1不均十i謡史)付郡司芳相凶吃JIC段及照会 J であっ P

0.3) 了北海坦吊凶大子世~: J]L子ご部 治 投宮内わ ノ 」信心冊ノ王[れなお、局長宛日答に )) 

f'll 21，;札夕、専ヘワヲ l，'~-; とあるが、 :れは Iじり の間活νミ「もある、ぇ叫宵による交付叩をみる

と、 l奇ド可I.l;JJ得丸rfnにつられ 8号J ど主人L工法、「礼J、専毛ニ 7号 c言i止 L'::いる 3

e6) 北海道帝同大学士五日 埋宇部 信二教育ロロわ ノ二、信心叶ノ工L

6';') 下E中学i市規程巳 J

(8) 出4干'-g::5 ì-~Jγ夜貸料 υ

的) 了:11:海道手:T巨大学尻町JlIl学部 宗教育ロロわ ノ 」第H冊ノ有ム

70) 下北海辺，;'1ィuムナ規H 理千部第校12行わ ノ J第担問ノiI、
?1)北海道帯|に!大手).)，I1!:;時'デG':: 布教吉凶わ ノ 4 約六111[/大い
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72) 参同として「改if坦出害」および「現行規干抄つ録)Jが刊されている。「改if坦出害」では、第

8 条について、「人学志願粁ノ数収作予疋数ニ光タサル場合ト.~モ過去ノ経験ニ照シ入学志願者/

品位、思想、等ニ付詮衛ン得ルノ途ヲ開カ〆トス尚選肢 ¥'7');)試験ハ鐙衡ノ );法トンテ取J1lヒ士

望者ノ数収谷r.)t数ヲ超過スル場合之ヲ施行スルコト現行既定通トス」とあ IJ、第 9条については
l本条ハ第一次募集二関スルモノニンテ第|条ヲ，.己載ノ便4円P上木条ニ繰上ケテ規定スル外条士ヲ整

備シ日ツ前条ニ依リ入学志願シ得ル者モ又第二次ニ志願ン付ヘキ旨ヲ明記ン本条ニ限リ過去三年間

ノ料験ニ拡ミ人学許可ノ川町位ヲ~官民シ上Lテ鈴街ノ上人学ヲ定メントス」とある}

731 理学部組枠 ~ cなお、 H北海道常阿大'7:土問IJ 埋守部 第一教育門わ ノ-12G五冊ノ五にも「改
正E甲学部規程」がi珪じられている c

7;) 評議公J己主止 21klul斗上 その後、入学資格関係の規科改正では、 1938イ|の前 8条改1卜がある。

1938'午1月18日の評議会は「理学部規れ'1'改正ノf牛」を議した。理学部長より改if理出の説明があ

り、原索通り改止「ることに可決した{ このl守の己主止は第 3条のt1菜科目と第8条であった日第8

条の改if理由は、「元来本J了部ニ於テお 次ニ入子ヲ詐μjスベキ者ハ尚等了校同等科浬利及 J宇品J院

古寺科珂科三千業者ヲ第一順位トシイヰ学r.科修了者ハ特ニ他ノ学i'i15ヘノ志望ヲ泣更ンタルモノ、ミニ
刈ン第一順位二加ヘタルニ係ハラズJ)I規定ノ '7旬ノ配列二依レパ本学部ニモ子科ヲ右ユルモノノ如

ク誤解セラル、コトアルヲ以テ之ヲ改メ〆トス」であった己 1938if3月「北海道帝同大苧理学部規

程」の改止により、第 8 条第 1 号は川、学予科修 f 昔、高等学校高等科理科/止干rlf~.i'~高等科理科本

業者」から「同等'1':校同等科埋科、宇宙院同等科理科卒業者及本'7:予科修f者」となり、下科修j'

千円がよ~に i止情 i寸けられたベ

7，))官 'Hl~ 第 12~1号 (193111'2 IJ2011、，1278)広;ll欄に l学!I募集」として、理学部第 次募集

内容が掲載された。募集人民に動物学科の記載はなく、日苧引は「若下名」と記載がある， 1932年

6 月 26 け、 lじん第立七七号「人学省選抜試験~~ H法試験科目写二関スルfl'J、丈部省専門学務局ぷ

宛剥査回答には「両年度(J930、32{ド度)共的 次ハ定員ニ満タサルヲ以テ選J友試験ヲ行ハズ但ン

昭和六年度ニ於テ動物学科ノミ定員ニ達ス」とあり、 19:jl年度動物学科は第 次募集で定員に達し

た(「;TfT7冷諸調査書類，.)0 
76) 19:-34年l主について、 ';It大時幸r，J第4弓(19:14年2月16-28日)は「ヰ、学理学部入学願書ノ受理

ハ 月十iL H ヲ以ァ締 ~J リタル所各学科共I~ :?i+r，ノ欠員アリ目「其ノ補欠募集中ナル」と、引学

科はお 次県集では定員に達しなかりたことを伝えた 1931作度下科から化J子科へ志願した管苧リJ

は「農類だったので化学を平るなら、 11動的に農学部の農芸化学へ進める特であったが、どうせや

るなら純正で行こうと理学部を Jよ闘した 11丹、奥田、計回、阿座上、米城なと数1'，の異端者が山

たJ(r化学教半尚代のおもい出J'るつぼE 第i1刀、 1964年九月]()目、 9-12頁)と、 子科農類か

ら理千部へ山願した当時を回想している。予科22類から理学部へよ、幅検して逆人することに「呉市i

者」というま誌があったことがうかがえる。

77) 東京主規.flk学での受験者は、資格検定試験不安粁に限られた(r'i¥報」第2148号、 HJ:-l4年3月
2 11、52.8)。札幌試験場では杉野目哨点、柴田善一両教授が、東尽試験場でl土rir水湾、木素原光

州教J長が試験官であったυ4月12、13向日i岩抜試験をどだ施L、以京試験場の?ヰ*~ま太秦により礼申見

へ運は長れ、十L慢で両試験場分を合わせて帯ftが行われ、 15H人学省が決定した(前掲ぶ奈「化学教

豆十年誌J 1るつIf，第2号、 15頁)。

78) 化学科教授太秦康光は1937年度について「四月十 円には教授会で入学朽の止式決疋を見たが、

此処に特筆寸べきことがある。化学科だけは本イl第 次募集で定員に迭し、関学七イ|にして始めて

第一次写生の要を見ぎるに烹ったことである」と|口|想している(前掲太秦「化学教半十年誌J 'る

つぼ」第2号、 25良)c 1939年度については「第一次募集で定員に達することは化学教室としては

もはや全く状態」となったこと(同 HるつぼE 市2号、 34頁)、 1940年l正については「また化学科
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だけは前にょっと第二次試験もないので何時になくのんびりとした苧年始めであったJ (太秦康光

「続化学教宗十年誌」 司るつぼ」第7号、 19:'1年 3月25円、 16頁)と同恕している。

79) 前掲 H北大百年史，!虚説 1291-292頁)を参照した〔

8D) 1938年12月9日の許議会は「珂学部学生ll}谷ニ関スル件」を訴したυ 「珂学部ニ於うル学生ノ収

存上二関ン之カ設備止相j崩供給等ノ行ヨリ別表ノi国リ各学科ノ収脊定員ヲ変史シ度ン旨理学部ヨリ

従業71)J、異議なく承認された己学ヰ収容定員は地i!i'苧鉱物学科を 6包減じて、数苧科に I名、

物別学科に 3名、化学科に 2名州干して、数学科jj、物即学科18、化学科I灯7、地質学鉱物学科14、

4楠古1物却，γY

;海毎五逝Z干帝青国大学Jは止ノιえ部省Jへ¥卜言記己7定t民t憎曽滅を巾請Lたυ 巾請主には「従来入学出願ノ傾10j並ニ現同局下
ノ!~求等ニ鑑ミ」と理由が述べられて L、る。|門I)J2811には l教宵ノ増員、設備ノ増設等新規予狩ノ

必要ヲ招来スルカ川キコト;i[Jと北海道帝同大学は文部省に迫害し、至急認ujするよう再依頼した。

その結果、 1939年 1円24H、札大専四号を以て、 主部省より汁可が~ ()たじなお、 TcriよE土足 諸
，~J査関係害額 1 、 請剥査|掲係書類、 BEE:11二flld者""J査関係害額，(い fれも北海道
大学大学丈巴館所蔵)中の丈部省、専門学務局四調帯|ロ|符におけるた民では、 ト記定員増減は19:，9-

1011度に反映されておらず、，11.11度でぷ載されている。

81) 入学者確保の問題について、理学部内でも意見が，'Hされどいたようであるレ化学科教授杉野円町

貞は、「坂村先生のお話しがあり、理学部の建設に関係した労務首の中に、“これだけの令を使って

ただ八|人の子リ|を入れるのか"と批判していた人がいたというのですーその様な批判もあり、な

るべく一人でも多くいれたらどうか、と百う妥当な御自見を~べられていました」と植物学利教授

坂村徹の意見を回泊している(前財 l理学部開学のころの:tf!，い山JrるつIf，l前16号、 33Jぜんなお、

将野日は Jるつぼ』第 9号(1965年12月20口、 37頁)でも同意見を凶想している。

82) 転師、転科~'を含まない人平許可者数。

83) 市清を受けて教授会で審議の結果、当設教室(動物ザ科)の意向に任せるように市 lfiわせてい

る(珂学部)YI蔵資料)

制j 理学部所政資料。

85) 同日付 T北海タイムス』はとや業論丈に対ずる理学部長田所哲太郎による詐とともに、 4段にわた

り7T村ブンの宇業を報泊した なお、 7片付プンの存学について、 1，)'子:科[riJ朋生芳賀忍、明峰俊夫写

が当時の回想を前掲 i北大理ザ官日五|年史t に寄せているコ

86) 日本女子大学校均等学古P'I'科ザ業者数は、円本女子太学佼成瀬記念館T円本女子大学校大学本科・
両等学部関係資料，(11本女千大学史資料第七、 2001イ|、 290fO に拠る。

87) 北海道帝国大学新聞」第14:-]口(J9羽年 4月16日)は「数学に紅 白」との見出しで、その入

学を報じた"

88) 日本ι了大学校出身者については、前掲山下 l'j!l:代日本k性史 科学 (177頁)掲載の写真にそ
のよ去を確かめることができる Hl::l7年度人学粁 (~O. 7 )の略柑についごは|司再(174-180頁)に

「庁しし、。

89) 19:-l6、:，7年l正における久性の入学について、 司iじ海泊帝国大学新聞」第161り(19:-16年4月28日)

は「物理に紅 ハ」、同紙第179号 (1937年イ月27) は「正札 内を加へた理干部の合格ii.Jと報
じたレ1936年lえ入学者 (Ko.5および No.6) の羊業時には北海タイムス?十が取材を行ない、 1939

年 2月25円{寸 r北海タイムス E で規学部入学の志望動機等が対〈語られてし通る}

90) 勺真がんしるけ本女子大学の100イ| そして21世紀をひらく ，(200.1イ1)60百、 J円本女千大学学

固辞典 創立100年の軌iれ (21川l年) :-l45頁サ

日1) 当事首からの聴き取り調査、盾i畢降一編 r事W，第47巻第 3号(通巻743号、 2001年 3月 1H、ソ
オル朴、 4頁)に拠る。
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92) 以京瓦了大千戸五十年史編纂委員会編 I胤京丈了大学.TI.十年史J (1968年)を参照した。

93) 梓阿芳枝の略l常については、小111-[.、よい 司梓岡芳枝「卓上小fム- (北海道青少年最 ~:17、北海道科学

丈化協会、 1999年)に詳しい〔

94) 1941年版入学者 (No.15)は植物学科先立の古川フジとのEい出を前掲司iじ大珂学部子主十年史J(:-1:-l7 

良)に寄せている。

95) 1941年入学者 ('¥0.14) については、前掲 H北大理学部主十年史-Iお0頁)に本人による凶想が

ょせられ亡おり、 r鈴木貯 人とその背景 -(鈴本昨先生記念山版会、 197:1年、 264貝)で

は「地質守教室の火工学!I'.J として触れられているレ1;を教授故佐々保雄寄贈資料(北海1宣大ザ大

学主古館所蔵)の同学科集合写真にも数多く写っているじ

96) 'jli~Jj[首凶大干覧昭和 l 五イ1' ， (19.1011'111)" 11) 2別民、 Tjti~道前凶大平覧昭和|イ1 ， 

(1935午10月11日)346頁。その他に、埋宇都聴講牛としてのよ仁性のι絡は、 1932年数学科に l名 C*
京女千人学数学専攻部本業)、 19:16年に 1名、 1936・37年化平科に 1名(留学生入 1941年に 1名の

計4名を伴認したい北海道常阿大了 覚1、J北海道常阿大了年鑑1、J北大理子部五|作史1、J北

大同報」等に拠るん

日 7) 北大時 'HL~ 第 160号(1 9;0 イ111))3011) 18、前169号 (1引 lイ(1))3011) 18 

98) 前掲、佐々保雄寄贈資料い

日9) 予科理費負設置にポるまでの持心について、化学科救夜中手出J日晴氏は「予科がないので、優秀な学

/什1.7がう子=定員どおり、採用できないというね そこでこれは、各尚等''i

たのもより外Jは土ないんじやないカか鴻」と出等学佼長招1待与会をJ提是案し、総I毛布同熊雄(総長在任期間19:-)3
~37{1'.) に許可され、招待公泣ぴ道内見学を実施したことを日旬、している(前財 l 理学部開干のこ

ろの想いrY-'u I るつぼE 第16号、 34頁).実施後、同等学校羊業者は多少多くなったが、 1937年口 1]1

戦争の影響により減少し、「人学も、政府も、肢を決めて理千部の予科というものを募集すること

にふみきったわけですJ (阿書33買)と子科浬類氏支置に至ったことを述懐しているレ同教t雷太秦1M

光は「とにかくその定員に満たないで一次募集を干ったり、どうにもならないんで開学後十年たっ

て理類というのを予科につくったんですJ (問掲 『るつIf.l第9号、 378) と述べている r北海道

大学t到来八十年史J¥1965年)J:l6頁には「応募学牛が定員にみたないため」と記載がある。また、 T;]t

海道'1'(1回大学新聞』も人学許可者充表の度に理学部欠員を継続的に報じてお i)、理学部における人

学者時保の苫悩と苫悶が伝わってくる。

10日) 北海道帝凶大学珂学部創i委員長であり初代珂学部長であった埠同利れは、大阪帝凶大学総長長

怖Hド太郎より依頼を受け、|門j大半理学部創 υ委員長となけ関学牟備を進め、 1932イ|には理学部長に
補されたっきらに、 19お年には*;]ヒから大阪帝国大学へ移1)、同大学専任教民となったi 前掲 T真

同利行 遺稿と追憶 E に"干しし~

10]) 北海道帝同大学 '1円相|六年l支慨首要求書1 I北海道大学大学文書館所蔵). 

1(2) さらに|可紙は'.]じ大予科に珂知新設 触媒研究lifiも新設さる」との見山しのもと、触媒研究)肝の

新設を大きくとり上げ、予科理頬新設にもふれている。

](1'1) 北海道帝国大学会計課 '118和十六年l正子算J i;]じ海j立大学大学主吾館所載し

104) 前掲 ，.]じよ百年史』部局't(26貞)を多国した{

105) 北海)11帝同大学 賞主 |円相十六年 (1941 !f 11月初日)318-319頁ι 子科坦類は 2料、各40名

在籍したり

106) 評議ごと凶改正t J71lJfコ (北海道大学百 |五イ|史収集資料)ゎ

1(7) 北海道帝国大学).J!則通則 第一教育門わノー」第石柵ノー(国立公丈古館iYi蔵人

108) 北海道市回大学規則iJl'i則 第教育門わノ 』第立問ノーひ

109) 北海道帝岡大学規則it1i川 第二教育門わノ二』第.TI.柵ノ
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北海道布陣l大学理学部における主性の入学 k山本J

110) 1943年7片29日、北大理策 lL号の改if誕と同文である け埋宇部規新J)マ

111)珂学部規程-' 

112) 北海道常岡大子刈同I1;且則 :;j'5 教育門わノ ~ [:fj五冊ノ

ll:-J)珂学部児程-"

1 H) 'jli~i且吊凶大学一覧 日日明I1九イh (1915イ1'10JJ5 I [) 310-311良一
115) 1941年11片26日、北大第 Tc7ilL号を以て、北海道帝岡大学は文部省へ化学干I:1包増加を巾請し
た〉中話i(には「現下時局ノ民望較ニ従来ノ学生山顧問IIIJ状川竿ニ指ミ」と則Iflが述べられているっ

その結果、 1911年12H12 口、札大王立六凶号を ~Jて丈部也、は化学科17名を 20名に増加することを許μ」

したじなお、 円以- 学事関係絞(調帯人および 『学事年報綴 II日相 十 年)ltJ [北海道

大学大平丈書館所成)中の調査田谷における定員では、上ι定員増減は 切反映されていないc
116) j'~:~~行71 苧宇関係緩(珂杏に および J学事年報緩 |円相二十二年!泊。なお、化苧科教J吾

k嘉康光は1944年度以前に化平科定員は25名であり、 1944年度は'lIt局の泣請にUじ特にて十有名

を収容することとした」と述べており(前掲太秦「it化d了教室|年誌」 るつぼ1的7号、 2m)、
1944年9月8日H '北海タイムス E も「北大件学部の学生定員増加により全国市等学校、専門学校

から IJJ進学を許可」とあり、表11でも 19イげ|度理学部入学者は125-1〆!もある。 19iJ5イ|度以剛より

定員枠はそのままだが、臨時増員されていた叫能性がある

117) 数学科の女判人干省については、名誉教授故折田芳枝古川J勺央(，1じ海進入学百年史収集資料j に

その姿を伴認できる。

118) 当事者からの聴き取り調芥に拠るυ

119) 当事者からの聴き取り調査に拠る。

120) 北海道大学理学部同窓会誌』、J北海道大学 明日、日本広了大学校桜州会 家庭週割1l.J第1307

号 (1936年イ月24H、2貝)、当事者からの聴き取り調査に拠る。なお、 7T村フジは高等女平校数

民と大了教官の両);を経験した。古村は卒業直後に藤尚等k宇校(札幌市所在)教帥となり、その

後、北海道大学期学部助手、農学部講師を経ている〉
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